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第 i章 発拙調査の概要

第 l章発掘調査の概要

第 l節遺跡の概観

遺跡は、 JR奥羽本線え1]和野駅から直線で南西約4.3kmに位置し、北方約2kmを蛇行しなが

ら西流する雄物川によって形成された、標高約46~56 1l1の河岸段丘上に立地している。

遺跡の南側は深くて大きな開析谷で、満々と本を湛えた)L升田沼となってし、る。この沼を扶

/しj 111前後の段丘上には、 してL、る。 北側は急峻な斜面となっ

ており、

ある。

、ている。この水用面(沖積地)と

遺跡の現況は、北端部が杉林の砲は畑地である。この中を町選九升田向匹!

--r --!-_，れ
¥_ .:f¥J ノ、 されている。また、遺跡の地形は、

標高約48.5mの南向きの緩い斜面となっている。

なお、遺跡は昭和40年以前まで雑木林であったが、その

らに耕地整理されて畑地となったところである。

第 2節調査の方法

され

は約39.3mで

J戸、、
J 

ーペf且、

」

となり、さ

調査区外にプレハブ設置場所と排土場所を確保できず、調査区内にその場所を求め

ざる ったため、

るトレンチ

ら'11高1.-----2 mのトレンチを南北に入れ、さらにこれと

し、遺構遺物の分布状況と遺跡の基本層序を把握してから全面

発掘を行った。また、発掘にあたっては、調査区全域が地表から第五層(地山)1::".市まで浅いた

め、スコップの使用は、堅い表士を剥ぐ程度とし、使用して摺り下げても10cm{立の深さで止め

て、以下は主にジョレンと移植ベラで掘り下け=ることにした。 遺構等の実測は、各グリァド杭

を利用した遣り方測量:(縮尺20分の 1)、調査区範間は平板測量(縮尺500分のいを行し¥これら

と範囲図から遺構配置図など必要な図面を作成した。

第3節調査の経過

4月22日、 遺物 し、プレハブ設置場所と るため、
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寺沢遺跡

町道北側、南側調査区に合計27本のトレンヰを設定して調査を開始した。翌23日、問j道北側で

S KOl、同南側でS1 02、SK03を検出。 同日、北側調査区の北部と L、東部に入れた卜

レンチを拡張してほ した。その結果、遺構・遺物が検出されなかったため、

北部を排土場所にして、北側調査区のトレンチ排土をここに除去しをプレハ

ながら拡張した。 24日、北側調査区中央部付近から、石冠、石匙などが出土した。呂田、北側

ったが、遺構 z遺物は検出されなかったので

排土場所とした。 27F:L，南側調査反北西部から J- っ7こO

28日、南側調査区でSK04を検出したが、同区北西部の遺構確認精査では、 遺物が検出

されず器材収納プレハブ設霊場所に充てた。 30日、北側調査区中央部でSK05~07の土坑 3 基

を検出した。本日までの一週間の調査で、プレハブ設霊場所と排土場所を調査区内に確保する

ことができた。しかし、排土場所は北側調査区北部・西部だけで充分ではないと判断、同

部を除く北側全域を排土場所とするため、同区中央部と検出した遺構を早期に調査することに

した。 5月1日から、北側調査区に主力をおいて、両調査区の全面発掘調査に入った。全面表

土除去と遺構確認精査を開始。北側調査区中央部でSK08~11の土坑 4 基を検出した。 6 日、

北側調査区の表土除去を終えた。南側調査区でSK12を検出した。翌7日、北側調査区の遺構

確認精査を終了。この結果、北側調査区で検出した遺構は土坑8 った。向日、グリッド

杭打設開始(5月9日グリッド杭打設完了)。南側調査区でSK13を検出した。 8日、全棟プレ

。14日、北側調査区の全調査を終了し、同区プレハブ設置場所を除く全区域を排

土場所とした。なお、 SK09・12は遺構でないことが判明し欠番とした。

18日、 S102の調査を開始した。 20日、 SK14~16の土坑を検出した。 S K14と

S K15は重腹していた。 25日、 SK03.16v主撹乱と判明し欠番とした。 27日、南側調査区でS

K17~19の土坑 3 基を検出した。翌日、同 l玄で S K20を検出。 6月2日、 SK21・22を検出。

3日、 S1 23を検出。 5日、 SK22は当地が昭和40年代に開墾整地された際の削平痕跡であり

欠番とした。 SK24・25を検出した。 8日、 SK24.25は木の根跡であったため欠番とした。 10

日、 SK26、翌日日にはSK27を検出したが、 SK26・27はともに撹乱と判明し欠番とした。

FHμ 
Q

U

7

/

一

ハ方宮沢口μ
1 争 h つつ 1コ
1_-- / ~-oωω!… t 、

レ h 弐刃つつに1
0 ムヱ:'L.nJl--l、

よ の写真撮影を終え、

沢遺跡、の発掘調査を終了した。
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第2章調査の記録

第 2章調査の記録

第 l節遺跡の層

過去に行止つれた開裂や耕地整理によって、 褐色土(地山)も深く

削平を受けている。このため盛土整地後の耕作土が主震であり、地表から褐色土田までの深さ

は平均20cm前後と浅かった。遺跡の層序は、町道北側調査区のMDラインと、同南側調査区の

MAラインに入れた南北トレンチの東壁土層から、以下の通り観察できた。

I層 黒褐色土(lOYR2/3) :層厚 5~37cmの耕作土(表土)である。

E層 褐色土(lOYR4/6) :大小擦を含み、よくしまった粘質の地山である。

第 2節検出遺構と遺物

本調査では、縄文時代の土坑11墓、平安時代の竪穴住居跡2軒、士坑5慕、近位以降の井戸

状遺構 1基の計19遺構を第五層上閣で検出した。 しかし、検出遺構は、土地造成の際の削平を

受けており、遺存状態の良いものはなかった。遺物は第I層及び遺構覆土居中から縄文時代の

土器と石器、平安時代の土師器と須恵器などが出土した。

縄文時代

( 1 )検出遺構と出土遺物

坑

霊長引(第 2・3・5図、図版 7・16)

ME64グリ、ソドで確認された。平面形は長軸(北東

し、確認面からの深さ0.20mである。

1. 43 m X短軸(北西一南東i1. 29 m 

であるが、南東から北間へ額斜

する長軸88cmX短事u59cmの凹みをもっている。

2層褐色士で、両層ともよくしまっている。遺物は l層下部から縄文土器片50点、石

錐 l点、スクレイパ-1点、争Ij片・砕片143点(うち争u月-10点と砕片 6点は

炭化したクルミ殻の砕片が若手出土した。なお、土器はほとんどが締片で、そ

く文様が不鮮明なため図示できなかったが、飴土に繊維を含み軽L、土器である。

S 1はつまみ部を欠損している石錐である。先端と両側縁を抑圧剥離し錐部を作出してい

ている)と

し

。
る
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二年沢j貴跡

S 2 ~主スクレイパーで、主要争Ij離商の左側誌を i'PJ王手Ij離 L て刃部を作出 L ている。

S Iく併(第 2・3図、図版 7i

MC56 ・ 57、 MD56 ・ 57 グリッ卜、にかけて確認された。平面*~は長軸(北西一南東 )O.84m x 馬

車出(北東一南西)0.67111の楕円形を呈し、確認面からの深さ0.28mである。底面は丸み

おり、壁はやや緩やかに立ち上がっている。覆土は l層黒褐色土、 2層黒褐色土、 3層黄褐色

土、 4屑褐色ごトーであり、全層ともよくしまっている。 遺物は出土しなかった。

器iく05(第 2・3・6図、図版 7・8・16) 

ME60、MF60グリッドにかけhて確認された。平面形は長軸(北西一南東)0.99111 X短軸(北

東一南西)0.89111の楕円形を皇し、確認、面からの深さ0.15mである。底面はほぼ平坦であり、

北東側から南西側へ僅かに傾斜している。壁は急、傾斜で立ち上がっている。

土、 2層褐色土で、両層ともよくしまっている。遺物は 1層中の土坑中央部から西壁中央寄り

にかけて縄文土器片、石鍛 l点、石錐 2点、スグレイパー l点、剥片・砕片245点(うち剥片 8

点と砕片23点は火熱を受け』ている)と炭化したクルミ殻の砕片が 1点出土した。なお、土器は

もろくて磨滅しているため、復原できた部{立を図示掲載した。

lは深鉢形土器の頚部から体部 k半の破片である。頚音fjにはRL縄文原体の側面圧痕が施文

されている。体部にはRL縄文が横位回転施文されており、その内面には工具による横ナデの

条痕が認められる。胎土には繊維を含んでし、る。 S3は石簸で、両面とも全面二次加工されて

し、るが未製品である。 S4は石錐で、三角形状に突出する両側縁に押庄剥離を施して錐部を作

り出している。 S5・6はスグレイパーで、 S5は二等辺:ヨ角形状を呆し、その尖端部に向か

う両側縁を押圧きIj離して刃部としている。 S6は主要各Ij離面を残し背面に調整を加えて、その

先端に刃部を作出している。また、火熱を受けゐて、両面の縁辺が官13剥落している。

S Iく06(第2・3図、図版 8) 

MC64グリッド‘ され7こo uヒ西一
し、確認面ーからの深さ0.20mである。底面は

ぼ平;担である。壁はやや内湾気味に立ち上がっている。

で、両j醤ともよくしまってし、る。 遺物はH:¥土しなかった。

$民07(第 2・3図、図版 9) 

MD64グリッドで確認された。 (北間一

O.ヲOm

1. 13111 X 

(北東一南西)0.81111 

してL、るが、ほ

2 

(北東一南西)0.97 m 

し、確認面から さO.28mである。底面は西側が一段高くなっている

4 

7 

0 0 っている。覆土は l層暗褐色土、 2層暗褐色土、 3崩

り、全謄ともややしまりがない。遺物は 2居中から手Ij片・砕片

18点(うち剥片 2点と砕片 3点は火熱を受けてし、る)が出土した。
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寺沢遺跡

書長時(第 2. 3図、図版 9i 

MC64グ J) 、ソト‘

の楕円形を皇し、

された。平面形は長車UH北京一南丙)i. 15 m ><矩軸

らの深さ0.16111である。 h支出は平坦で、

l
 

n
H
 

A
h
u
 

ハり
4

・1
・4

って

いる。覆土は 1!脅炭化物を少量含む黒褐色土、 2層褐色土で、

物は l層中から3M片2点が出土したが、火黙は受けーてし、なL、。

事長10(第2.4図、図版 9i 

ともよくしまってL、る。

MF64グリッドで確認され }to

10111である。夜間はiまぼ平祖で、

57111のほぼ円形を呈し、 ちの深さO.

っている。

であり、ょくしまっている。 遺物は出土しなかったo

S 区lH第2・4図、図版10)

MB64、MC64グ J) ヅドにかけて

東 主し、

された。平面形は長軸{北西一南東)0.75111 短軸(北

らの深さ0.21mである。底面はiまほ子;巴で、壁は

2層掲i包A十で、両層ともよくしまっていちょがっている。

ヱ エ望号舟mlやはJ_L 1 千戸占、- -ド
FoJ 0 )主主寸てJV d、W-l_LL.-Iよ jJ'" ..r J 1'--0 

S~く 13(第2・4・6図、図版10・16)

L S53・54グリッドにかけて確認された。平面形は長軸 一南西)1. 44 ll1 (北西一

東)0.94mの楕円形を呈し、確認問カミらの深さ0.24111である。底面(t南側が若干高く、東側は

木の根の撹乱で問でいる。援は緩やかに立ち上がっており、木の根の撹乱で西側を一部欠如し

ている。覆土は 1層炭化物を若干含む黒褐色土、 2層暗褐色土、 3層褐色土であり、全層とも

ややしまりがない。 遺物は縄文土器片が 1層中から1点出土した。

2は深鉢形土器の体部の破片である。その器商にはLR

事長14(第2・4図、図版10)

されてし、る。

L R53・54グリッドにかけて確認さjし SK15の南側を切っている。平面形は長軸(北東一南

西)1. 40 m X短軸(北西 南東)1.16111の楕円形を呈し、確認、面からの深さ0.22mである。

はほぼ平坦で、

り、全F層ともよくしまってし、る 0

3長問(第 2・4図、図版10)

LR53グリッドで確認され、 SK14に北側を切られてし・る。

れ、残存部の長軸(北西一南東)l.15mx短軸(北東

2 3 

しなかった。

ると忠わ

らの深さ0.25m

である。

は 1 2 

く、北側へ傾斜している。

3層

ってし、る。

あり、全層ともよくしま

っている。遺物は出土しなかった。
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第 2~ 調査の記録

出土遺物は、土器、石器、石製品などで、その出土数量はコンテナで l箱ほどである。ま

た、土器は石器に比して非常に少なかった。

CD土器(第 7図、図版16)

出土し

き

と僅かであ i入そのよ縮片 したものが多い。この

の半分であった。

3は深鉢形土器の体部の破片で、その器産百にはR撚糸文を横{立戸!転施文した後に沈線を描き

込んで、これを境にした一方の縄文を磨消している。時期は、中期末に位置付けられると思わ

れる。 4は口縁部の破片で、口唇部には連続して指頭の日三痕が施され、小波状を呈しており、

器簡にはRL縄文の付加縄文が斜位回転施文されている。時期は、晩期後葉くらいになるもの

と思われる。 5~10はし、ずれも粗製深鉢形土器の体部の破片である。 5~9 は器商に LR縄文

が横位回転施文され、 10はR撚糸文が横位回転施文されている。これらの土器の時期は、後期

から晩期までにおさまるものと思われる。

②石器(第 8~19図、図版17~24)

出土した石器は、

ある D

石鍍(S7 ~ 16) S 7は両面の縁辺部にのみ押圧剥離が施されている。 S8は基部を欠損し

ているが、両面とも全部に押圧争u離が施されている。 S9は主要剥離面に僅かに素材の剥離面

、石錐、石匙、石箆、スグレイ〆ベーとその他の争U)十石器などで

を残しており、基部が若干突出している。 S10.11 している石簸である。 S10 

されているが、主要剥離面に素材の剥離面を若干残している。 Sl1は両

面とも全面を押!王剥離してお i人基部中央部には挟りをいれている。 S12は扶りのある

一端を欠損している。両面には押圧剥離が縁辺部に施され、素材の剥離面を残している。 S13 

は両面の全面に、

を欠いている。

るだけで、

され、基部中央部が僅かに決入している。 S

てい

りに反っており、基部先端が僅かに外反し

し、る o S 1!)は素材の主要{f;1j離聞が残ってお i入基部~主丸味、を帯びている。 S 16は両面ともに二

次加工されてし、るが、未製品である。

石槍(S 17・18) S 17は断面形が凸レンズ状を呈するものである。

もよニせ、

る

剥離面を残してし、る。

(S 19・20) S 

り出さ，1'lてレる。 S

している。この二 J
b
 

し
f

一

し、 S している。
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L、ずれも尖端部とそれに向かう縁辺部のみに、両面から押庄和j離が施され、錐部が{乍出されて

いる。

高匙(S 21 ~39) 縦型(S21 "-37)と横型(S38・39)の2種類があり、 S26~37はすべて縦型石

匙の欠損片である。 S21 ~26 ・ 29 ・ 30 ・ 33 ・ 35----37は背面の全面が押皮剥離され、素材の剥離面を

残さないが、他の縦型高匙は両面に素材の剥離面を残している。また、

の右面が左面に比して狭く作られており、断面形は鈍角三角形状を呈している。横型石匙のS

38は両全面に押圧剥離されているが、 S39は調整が粗雑なものである。

石箆(S40~72) 基部が丸味をもつものと、尖っているものとに別けられるが、前者のもの

が多く、後者は S43・45・51・54・59の5点である。二次加工は半両面調整のものがほとんどで、

断面形は凸レンズ状や蒲鉾形を呈している。

スクレイパー(S73~90) 刃部としての機能をもっ部{立が、 S73・88・89は馬蹄形を呈し、 S

74は楕円形を呈している。この S74は火熱を受け』て、主要剥離面の中央部が剥落している。 S

75・76は刃部をなす部位がほぼ直線的であり、 S77~79は弧状を呈する縁辺部に刃部をつけて

いる。 S81は縦長剥片の一端に刃部を作出している。また、 S85は石匙の破片で、 S86・87は

石箆の欠損片であるが、ここでは、それに再び二次加工を施しスクレイパーとして再利用して

し、る。 S90は中央部の両縁辺部に挟りのある刃部を作り出している。

その他の剥片石器 (S91~95) S91~93は両面とも二次加工が施され、素材の剥離面を残し

ていない石器である。 S91は一端を欠損しており、残存部の平面形は左右非対称形の半月形を

呈している。了寧に二次加工されて薄く仕上げられている。他に類がなく性格不明の石器であ

る。 S94・95は素材の剥離面をほとんど残してし、るが、両縁辺部にはおj離痕が認められるもの

である。

これらの石器の石材は主に頁岩であるが、 S7は水品石、 S50はチャー卜、 S90は蛇紋岩を

としている。

③石製品(第19図、図版24)

北側調査区のMH61グリッドの第 I層耕作土中から出土した石冠 1点である。

(S 96) 一面を除いて全面が研磨されてし、る石器で、断同形は三角形に近L、形状を呈し

ている。ほぼ平坦な成田には数条の刻線が、台形状の南側面にも刻線、が認められる。また、こ

の両側面には蔽打による複数の回みが存在し、頂部には敵打痕と擦痕が認められる。これらの

痕助:から、この種の石製品が一般的に言われる ものに使用された他に、実用品とし

ても用し、られてし、たことが{司われる。 る。
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第2章調査の記録

2 平安時代

( 1 )検出遺構と出土遺物

S 1 02 (第 2・20・23図、図版11・25)

L 053・54、LP53・54グリッドにかけて確認された。南側にカマドが付設され、その西側が

南に張り出している竪穴住居跡である。平面形は北壁3.67m 、南壁3.45m、東-西壁ともに3.

10 mのほぼ隅丸方形を呈しており、 は北壁19cm、南壁10cm、東壁7cm、西壁21cmで、壌は

ほぼ垂直に立ち上がっている。床面は第五層に含まれるrJ、撲が露出しているが、ほぼ平坦で竪

くしまってし、る。その北壁~東壁にかけて箆17~32cm、床面からの深さ 5 ~ 14cmのピットが4

てし、る。その飽に南東隅には長斡42cm 樫軸36cm、床面!ーからの深さ 7cmの凹λ、南西

隅には長軸42cmx短軸34cmで、床面ーからの深さ 5cmの凹みと、この中に長軸25cmx短軸16cm

で、床面からの深さ 8cmの凹みをもっている。さらにこの間みから幅 9~ 15cm、床面からの深

さ2cmで‘西壁に沿って北へ81cm延びる溝がある。また、床面中央部には焼土を含む長軸72cmX 

i，ヨ京市民A内向
illム-'R耳LI'-iしiii、 らの深さ 4へ .7c訟の i'i ~ ノ、、- 長斡2.29rぉ×

28m、床面からの深さ19cmの南北に細長い溝がある。土層観察から、この溝は当住居跡が埋ま

る(土の流入)前に、掘り込まれたと思われ、この西側には溝を掘った際の除土が盛土されてし、

た。カマドの西側の張り出し部分は南に35cm出ており、カマドから西壁までは1.3mである。

カマドは、南壁のほほ中央部に付設されているが、 と煙道部は高IJ平を受け、

して原形を失っている。カマト‘の現状は長軸87cm>~短軸53cm、深さ 4 cm前後で、その先端には

窪28cmの円形を呈する凹~Ihがあり、支脚であろう長さ 13cm 、 I!I高 7 cm前後の自然石が立ってい

る。この石は火熱を受けて赤変している。天井部や袖部の構築素材には、カマト付近の床間で

検出された白然石 どが用いられたものと思われる。 多量

に吉む果関色士、 2層住居跡の主たる サパサしている暗褐色土、 3

り込んだ際の除土、 6簡明亦関若干炭化物を含む暗褐色土、 4層褐色土ブロ、ソグ、 5

7 I聾カマド内

破片などが出土したが、組j)=j

11 ~13は土師器護の口

ナ られるが、

好である。色調は内外出とも

る。遺物はカマド 五ら土師器の杯

しており、図示できるものは少なかった。

る。¥，、ずれも口 している。 11は外面に横

している。胎士は 2mmほ

ある。 12は内外出ともヶズリ調整されている。胎ゴ二は

2 mmほどの小石を少量含み、焼成は良好で、ある。色調は外面が灰黄i's色で、内面がにぷいi登色

である。 13は外商は磨滅しているが、内閣には横ナ られる。胎一七は3~ 4 mmの小

石を少量含み、、焼成は良好である。色調は外岡が燈色で、内面がにぷレ筒色である。
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第，)主調査の記録

SI 23(第 2・21.23-----26図、図版12・25"-27i 

LR38、LS 37~39、 L T38グリッドにかけて確認されたが、南東側半分と北東側の壁は土

地造成の際に削平されて

る。平面形は現存する

していた。北東側にカマドの痕跡が認められる竪穴住居跡であ

(半分弱現存)から、一辺4.50m前後のほぼ隅丸方

ら)は 5~24cm で、 ず戸、
F るものと

ている。床面は地山 の小擦が部分的に露出しいるが、ほぼ平坦で竪くしまっており、

いる。住居中央部分の東寄りの床面及びその数cm上には、灰混じ

りの焼土の広がりを検出し、床面中央部から西と南寄り及びカマド付近で、火熱を受けてホ変

した自然石、北西壁中央そばと床面中央部の南寄りの床面で炭化材を検出した。壁溝は検出さ

れなかったが、住居内外に計28個のピットを検出した。この中から住居の主柱穴を、個々の位

置関係と間隔から 3舗をとりだすことができ、さらに各辺の中央部分の内外に、支柱穴を各 l

個の計 4個とらえられた。主柱穴のP1は径30cm、床面からの深さ41.5cm、P2は径28cm、床面

からの深さ46.8cm、P3は径34cm、床面からの深さ6.6cmを測り、支柱穴の P4は径26cm、確認

面からの深さ5.7cm、p"は径20cm、確認面からの深さ11.9cm、PIiは径27cm、床面からの深さ

16.5cm、P7は径30cm、確認面からの深さ 5cmを測る。現状で主柱穴跡は 3個であるが、 p.)を

原点として直角となるよう P1とp"を直線で結び、 P"とP1の辺をP:1まで、 P2とP:lの辺を

P1まで平行移動して 4角直角をなす方形にすれば、当住居は 4本の主柱によって、構成され

ていたて、あろうことが図上復原できる。従って、 4本日の柱は、掘り込みをもたせずに直接床

面上に立てたものと推定される。

また、北西患に近い床面には、長輯J2 m 控車1110.28mで、床面からの深さ15cmの北東一

方向に細長い溝がある。土層観察から、 S102と同様な行為によるものと思われる。カマト‘は

住居北東偶から南東へ 1mほど下った部分に付設された痕跡が認められたが、土地造成で削平さ

れ本体を失っておりそ

われる跡もあり、

である。しかし、袖部分の床面を掘り込んで石を埋めたと思

カマド痕跡付近やその南隣の床に穿たれた淫80

cm、深さ50cmの出みから検出された、大ノj、、の自然石などが使用されたものと思われる。覆土は

と炭化物及び焼土を少量含む暗褐色土、 2層にぶい苗抱負十、 3

9層

サパサしてし、る。 13層炭化物を若干含む桔褐色土、 14層階褐色土、 15)説褐色焼土である。 遺物

は 2 層中やカマド痕跡付近の床面及び炭化材検出付近から、土銅器の t~.lJ[.撃の破片などが出

土した。
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14~16 ・ 22 ・ 23は土師器杯で、 17は土師器加である。これらの成形は、ロクロによるものであ

る。 14は復原によりほぼ完形となった。口径11.1cm、底径4.9cm、器高 4cmを測る。ロクロ成形

後の内外国の調整はなく、ロクロからの切り離しは右回転糸切りである。胎土は砂粒を多く含

み、焼成は良好で、色調は外面がにぶい澄色で、内面がにぶい褐色である。 15は鼠部から口縁

まであり、残存率は 4号、の lである。器高は 4cmで、図上復原による口佳は12.1cm、底怪は

5.5cmで、ある。ログロ成形後の内外面の調整はなく、ロクロからの切り離しは右回転糸切りで

ある。胎土は砂粒を少量含み、焼成は良好で、色調は外面が撞色で、内面が浅黄撞色である。

16は底部から口縁部まであり、残存率は 3分の lほどである。器高は3.9cmで、図上復原によ

る口径は12.3cm、底径は5.1cmで、ある。ログロ成形後の内外面の調整はない。ロクロからの切

り離しは、底部が磨滅しているため不鮮明であるが、おそらく糸切り離しであろう。胎士は砂

粒を少量含み、焼成は良好である。色調は内外面とも淡黄色である。 17は底部から口縁部まで

あり、残存率は 5分の lほどである。ロクロからの切り離しは右回転糸切りである。胎土は砂

粒を少量含み、焼成は良好で、ある。色調は外国がにぶい燈色で、内面が明灰褐色である。 22・

23は口縁部の破片である。 22は口縁部が外反するが、 23は口縁部がやや直線的である。いずれ

も器面は磨滅している。色調は22が内外聞とも浅黄樺色で、 23が灰白色である。

18~21 ・ 24~37は土師器護で、うち全体の器形を図上復原できたのは、口縁部から底部まで

あった18とれだけ』である。 18は口縁部がやや外反し、体部中央部に膨らみをもたせた斐で、あ

る。器高は16.7cmで、図上復原による口径12.3cm、底径は8.5cmである。口縁部の外面にケズ

りによる調整痕が、若干認められる以外は器開が磨誠している。胎土は 3~5

焼成は良女子である。 ともにぶし、褐色である。 21は底部カ=ら口 i可か

って緩やかに立ち上がり、口縁部でやや外反している。器高は26.9cmで、区l上復原による口

19.4cm、底佳9.9cmで、ある。外面の口縁部には横ナデ、体部下端にはケズリ調整が認められる

が、以外の器官は磨滅している。胎土は 3.---._， 5 mmの小百を少量含み、焼成は良好である。色調

は外面が黄燈色で、内面が樺色である。 19・20は体部上半から口縁部の破片である。いずれも

内外国は横ナデ調整されており、胎土は 3~5mmの/ト石を含み、焼成は良野である。 19の色調

は外面がにぶ¥..黄樺色、内面がにぶL、澄色、 20は外聞がにぶし

32は護の口縁部の破片である。 24は口縁部端がやや外反しており、

であり、焼成はかなり良女子である。色調は外面が浅黄擾色で、

る。 24---

、器面も平滑

る。 25

は口綾部端が僅かにタト反しており、外面には横ナ られる。胎土は4mmの4、石

を含み、焼成は良好である。

部が「くJの字状を呈している。内面には横ナ

土は 4~5 酬の小石を含み、焼成は良好である。
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第 2章調査の記録

口絞音I~がやや外民 Lてお i} 、内外面には僅かじ横ナヂ調整が認められる。目白土は 5mmのせ、石を

焼成は良好である。色調は内外面とも浅黄慢色である。 28・31はμ

立ち上がっており、お.33は口縁部端が外皮し、 30・32・34は「く Jの宇:1犬を果している。うち32

の外面の成形痕と34の内外出に僅かに横ナデ調整が認められるが、般のものは内外出とも

してし、る。 35~37は護の底部から体部下端の破片である。 L、ずれも内外面とも磨滅してお i人

まれた 4~5mmの小石y凶器面に露出してザラザラしてし、る。焼成は良好である。

坑

$民17(第2・22図、図版13)

LN51グリッドで確認された。平面形は長軸(北東…南閤)0.71mx短軸(北西…甫東)0.69 m 

のほぼ楕円形を呈し、確認面からの深さ0.28mである。底面は丸底ぎみであり、

立ち上がっている。 2層にぶし 3 4 

5層明黄褐色土で、 と思オつれる。 しなカ￥っ7こO

$区18(第2・22図、図版13)

LN50グリッドで確認された。 平田形は長軸(北西…南東)0.77 m x短軸(北東 南西)0.67m

のほぼ楕円形を与し、確認面からの深さO.l1mである。底面はほぼ平坦であり、

立ち上がっている。覆土はにぶい黄褐色土粒子を多量に含む褐色士で、ややしまりのある層で

ある。遺物は出土しなかった。

事長19(第2・22図、図版13)

LN50グリッドで確認された。本土坑の西側は調査区外にかかっているため、

ることができなかった。その平面形は、現存する部分が長軸(南北)1. 29 111 ~<短軸(東西)0.68 m 

のほほ橋円7杉本J皐していると思われ、確認、面からの深さ0.17mである。底面は木の根による

ており、出回しているが本来は平坦であったと思われる。覆土は人為的に埋め戻され

している。 1層炭化物を少量:含む黒掲色士、 2層炭化物を少量含む暗褐色ートー、 3層

r 
J 

まりがない。遺物は5層中か

i)図示掲載Lなかった。なお、内

7 
f 九、 ある。

霊長20(第2・22図、図版14)

斗一

ともややし

しfこが、 3 cm前後の破片であ

られ、胎土は 2mmの小高を含

LT世話、 LN46・47グリッドにかけて確認された。平面形は長軸(北西一南東)1.27m X 

はと東 南西)0.80111のほぼ橋円形を皇し、確認面カ匂らの深さは0.26mである。!底面は東iP.Uカーら

西側へ傾斜しているが、ほぼ平坦である。壁は緩やかに立ち上がっている。

フーロック多量と炭化物少量含む暗褐色土で、ある。また混入するフ戸ロックとかなり している
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S K 17 -B 

A-49 .2 III -B 
A-4~).1 1I1 -B 
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3褐色土(lOYR%) 
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l制色二!ニ(lOYR}1)
1 il奇尚色二i二(lOYnう1) 1 11育制色土(1υYR~/i) 

一h支武村J色ニHlOYH 

III 

第22図 S K 17 • 18 • 19 • 20 • 21土坑

ことから、人為的な理士であると思われる。 t--， 
/ 口 L 

の破片が 3 したが、 1 ~ 3 cmの破片 しており、 きなカゐった。

事長21C第2・22図、図版14)

LN47グリッドで確認された。平面形は径約O.52mのほぼ円形を呈しており、 らの

深さQ.11mである。 ぼ平坦であり、 i二カ:ってし、る。

と の混合二上で、炭化物も まれ、しまりのない層である。 遺物は出土しなかっ

J.可h

，~ー 0

312 
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第 2章調査の記録

( 2 ) 

と須恵器杯・斐などが若干出土した。しかし、ほとんどが

口縁部や体部の細片で磨滅が著しく、全体の形状のわかるものもなく、図示掲載できたのは、

比較的遺存状態の良好な須恵器の破片とわずかな土師器の破片である。

38----44(j:土師器室の口綾部の被片である。 38・41・42・44は口綾部が「く」 し、 39・40・

している。 38・41・42は若干内外面に横ナデが認められる。 40は外国

がケズリ、内面が横ナデされている。他は内外面とも磨滅しており明確にできなかった。胎土

には 2~5mrnの小石を含んでおり、小石が器面に露出してザ、ラザラしているものが多い。焼成

は大体良好で、各内外面の色調はにぶL、黄褐色、十こぶい黄樫色、浅黄澄色などを皇するもので

ある。

45~49は須恵器の破片である。 45は須恵器杯の底部の破片、 47は須恵器杯の口縁部の破片、

46・48.49は須恵器撃の体部の破片である。 45はログロ成形切り離し後に付高台している。飴土

は徽密で、焼成は良野である。色調は外面が黄灰色で、内面も黄灰色である。 46は外面は平行

叩目痕、内面には箆状工具による られる。飴土は撤密で、焼成は良好である。色

調は内外面とも灰色である。 47はロクロ成形されたものであるが、内外国とも成形後の調整は

認められない。胎土は徽密で、焼成は良好である。色調は外国が暗灰黄色で、内面は灰色であ

る。 48は外面は平行叩日痕、内面に箆状工具による調整と青海波を表出させた当て具痕が認め

られる。飴土は撤密で、焼成は良好である。色調は外面がにぶL、黄褐色で、内面はにぶL

色である。 49は外部は平行叩Et良が認められ、 と当て

められる。 、焼成は良好である。 、内面は紫灰色である。

3 近i立以降

S E 28(第2図、図版14・15)

された際に埋められた、調査区南東部(LN42・43・44・45、L042・43・44・45、

L P42‘43・44・45グリット1の!日沢部の底面で検出された。沢部分は、上面の長軸(南北)13.60

日1X 波j~自(東西 )10.10111 、

2.89111である。

一立出を削って、 i也「信にnち込ん

く不明である。

2.36111 X短軸(南北)2.34111で、確認而からの深さ

厚さ 2cm 、 11)語 15cm、:長さ 20~40cm(残存u宣)ほどの板材の長jM]の

られた a辺80cmliiJ後の方形の枠組み、でιうる。その時期は出
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38 

45 

47 48 
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第3章まとめ

3章まとめ

寺沢遺跡は、過去から現在に至るまで度々行なわれた開発行為によって、遺構は削平されて

おり(あるいは消失したものも考えられる)、遺物は破損したものが多かった。石器は一部を欠

くものが日立ち、縄文土器も殆どが細片で、その器商に表出された文様も不鮮明であり、平安

時代の士器もまた器面調整痕のわかるものは少なかった。

検出された土坑は、遺物が出土した土坑や周囲の遺物出土状況などから、縄文時代と

代のものとに分けた。しかし、その用途をある程度把握できた土坑は、北側調査区に位置する

土坑群だけである。同区の士坑7基のうち、 SK01.05・07・08からは石器製作時に出たと思わ

れる剥片・砕片が合わせて414点(火熱を受けて剥落したもの52点ある)が出土し、 SK01・05か

らは土器片や石器とその未製品及び炭化したクルミ殻の砕片なども出土している。これらの遺

物は土坑に捨てられたものと思われ、 7基の土坑は捨て場として利用されたものと考えられ

る。

また、 SK01・05より出土した土器片は、縄文時代前期前葉に属するものであり、 SK01・05

~08 ・ 10.11 の土坑は、この時期に位置付けーられる土坑群と考えられる。 S K13からは、

代後期の粗製深鉢形土器の体部破片が出土し、周囲からも間後期の土器が数点出土しており、

S K13はじめSK04・14・15はこ時期の土坑と考えられる。さらに遺構外からは、中期~晩期の

粗製の深鉢形土器の被片などが出土してお l人当地が縄文時代全般にわたって利用されていた

ことが窺われる。なおSK19・20からは土師器警の体部破片が出土し、 SK17から SK21に至

る周囲でも土師器杯、蓑などの破片が出土してし、ることから、 SK17~21は平安時代のものと

し7こ。

検出された 2軒の竪穴住居跡は、出土遺物から平安時代中期頃に属するものと考えられる住

、平面71ヲが偶丸方形でその一辺にカマドを有し、 カマド る く細

長い溝が摺り込まれているという 3つの共通点をもっている。が、

ある。 S102はその柱穴の掘り込みの跡をもたないが、 S1 23は住居内に主柱穴 3f固と

に支柱穴4個をもっている。前者はおそらく、直接床面とに柱を立てて上患を構築し4たものと

考えられる。なお、 S123はその床壁面が火熱で赤味を帯びており、床面から炭化材や焼土及

ら多量の細かし、炭と灰が検出されたため、焼失した住居跡と判断された。

2軒の竪穴住居跡の存在につし、ては、同時に構築されたものか、 S1 23を新築して SI 02を

したものか、 SI 23が焼失したため新たにS1 02を矯築したのか、それとも

319 
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起因したものではなく、まったくそれぞれが単独で存在していた時期があったものなのかなど

の点 ら;れるが、 した 3つの共通点と hら、{ま{玉

同時に存在していたものと思われる。

これ以外の竪穴住居跡の存在については、的に竪穴住居跡の痕跡を第立 きな

かったため、本調査範囲には2軒の竪穴住居跡しか構築されなかったのではないかと考えられ

る。しかし、検出遺構の分布状況と遺跡地形から調査区外の東・西側には少なくとも数軒は存

在するものと予測され、 2軒以上から成る集落形態をとる遺跡であったと推察する。

以上本遺跡、は、縄文時代前期~晩期と平安時代中期にも人々 らしがあった複合遺跡で、あ

ることがわかった。さらに西仙北町に所在する上雨堤遺跡は、この頃の掘立柱建物跡から成る

集落遺跡であることから、寺沢遺跡は|司遺跡と何等かの関連性を持つ遺跡であると考えられ

る。なお、西仙北町で平安時代の竪穴住居跡が発招調査されたのは今回が初めてであり、同町

の古代集落についての歴史を解明する資料が一つ増加したと言える。

註l 秋田県教育委員会 『上雨埋遺跡発掘調査報告書J 秋田県文化財調査報告書第149集

1986(昭和61年)

参考文献

奈良修介・豊島 昂 『秋田県の考古学J 郷土考古学叢書 1967(昭和42年)

秋田考古学協会 『中藤根遺跡jJ 1974 (.昭和49年)

秋田県教育委員会 『下藤根遺跡発掘調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第39集 1976(昭和51年}

秋田県教育委員会 『内村遺跡発掘調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第82集 1981(昭和56年)

秋田県教育委員会 『東北縦買自動車道発掘調査報告書lJljJ 秋田県文化財調査報告書第89集

1982(昭和57年)

秋田県教育委員会 『東北縦貫自動車道発掘調査報告書XjJ 秋田県文化財調査報告書第109集

1984(昭和59年)

秋田県教育委員会 『土井遺跡発掘調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第111集

1984(昭和59年)

秋田眼教育委員会払l王!柵跡調査事務所 『払同情跡 i一政庁跡 秋出県文化財調査報告書第122号5

1985(昭和60:9三)

秋田県教育委員会 『大杉沢遺跡完掘調査報告宍J 秋田県文化財調査報告書第151集

1987(昭手1162年)

秋出県教育委員会 『寒川I1 . II 遺跡発掘調査報告書J 秋田県文化財調査報告書筑167集

1988(昭和田年)

320 一一



1 i量跡遺景(.1じr'Lj :> 耐~!I 

2 i量跡遣策(.ltC'jjj) 

321 

寺
沢
遺
跡
図
版
1



寺
沢
遺
跡
図
版

2

1 町道北側絢1:附(~(I ， I吋}

. 
. _;. ~で0・ υ 、. 

2 町道北側調査前(drい.11:>

-3~2 



1 lI!f道樹置g筒l査高官(~['> 1'4 ) 

2 町道南側鍋.前!III I> ~υ 

-323-

寺
沢
遺
跡

図

版

3



寺
沢
遺
跡

図 z
版 1

4 

" 

1 町道北側関査後~ ~t ，jt l 、 ItJ~q) 

2 町ìl北側11調査後 1 11.j京み ~t凶)

汚24



1 町道前四1)調査後l北1>IHI 

2 ar道南側調査後しIt京:>1村両}

-325 

寺

沢

遺

跡

図

版

5



ー
気
持

1

(
を
A
M
『
}恥
舗
網
宿
意
置
期
信

e、a

(
出向

ふ
四割

}
雌
口
頭
出
問
寵
置
芯
有
岡
市
釘

F 

図E霊u:>iIF~甥t量



寺
沢
遺
跡
図
版

7

1 S K01:士坑u軒東!>~仁白 l

2 5 K04土坑(U!I>南西}

3 S K 05土筑土用車断面(東1>削}

-327-



寺
沢
遺
跡
図
版

8

1 5 KOS土坑{北京1>前四}

2 5 KOS土坑i量物出土状況(北京b商IL~) 

3 5 K06土筑{街I>~ヒ }

-328-



寺

沢

遺

跡

図

版

9

， 5 K07土坑( ~tl>街)

2 5 K08土坑( ~tl>南 j

3 5 K 10土坑(南東t>:1ヒi!!i)

A
U
dv
 

内，
b
q
d
 



寺
沢
遺
跡
図
版
川

1 5 K 11 土坑( jJ~ (> ，促)

F ・d刊
号・

3 S K 14・15土坑{南東1>北柄}

-330-



f勺
C令

{逮

ομ
ごし
晶、
v
食
品
晶
酬
明
怨

u
h剛
嗣
何
回

間

的

e、4

(宰
〈一
J

『
}お
山
岡
組
u
h副
四

国

間

的

F 

ilt~甥ま量 Iil!~要ご



寺
沢
遭
跡
図
版
刊
は

1 S 123笠穴住居跡炭化材検出状況(r{ij:斗t)

2 S 123竪穴住居跡t蒔4'1>.IU 

-332-



寺
沢
遺
跡
図
版
M
M

1 S K17土坑{北1/出!>m ~(I 

2 S K 1 8土筑{磁[> ~n

ft: 

3 S K19土草tCilliT東J

4
3
 



寺
沢
遺
跡
図
版
川

S K20土坑t市内じ北京}

2 S K21土坑1.ltllGl'I~J;j!) 

3 S E28井戸状遺織を検出した1日~部分 南西レ北東 }

-33'1-



寺
沢
遺
跡
図
版
印

1 S E28井戸状遺車問1凶[>40 

2 S E28井戸状遺縛(持ql>.Itl 

与鴨 下

3 S E28弁戸状遺構(~百1>ilU 

-335ー



寺沢

σ(.\l~ 遺
鯨

仙 -lJJC》図 ー'!~ 51 $1 
版
16 

.1 

1 過機内出土遺物(1 ) 

2 途得外出土遺物(1 ) 

ハh
u

h

句。
命ふ

51 

電，.
5 

• 



51 

511 

515 

U'liI 

」司

司

58 

520 

遺書陣外出土漬物(2 ) 

-337-

S9 

513 

511 

寺
沢
遺
跡
図
版
け

510 



寺
沢
遺
跡
図
版
刊

526 

521 

$16 

$21 

521 

$12 

511 
536 

通量機外出土遺物(1 ) 

-338-

528 

531 

515 

53・

521 

531 

、
5U 

d ;. ~I 

;' 

ζ仁 ~仁刊



s・1

i電機外出土造物(4 ) 

339-

S<S 

s‘' 

寺
沢
遺
跡
図
版
印



寺
沢
遺
跡
図
版
川

/ 

s・9

$$$ 

sso 

$ 56 

遺構外出土造物(5 ) 

一刻0-

551 

553 
$5' 



sn 

s“ 

SIJ 

S5・ 561 

511 

sn SJ‘ 
s・5

50  su 

e 

ー
510 

S 12 

SIJ 

通t耳舛出土漬物
(6)

- 3~ 1 _ 

寺
沢
遺
跡
図
版
れ



寺

沢

遺

鯵

図

版

n

517 

511 

518 
519 

s・3

通4構外出土遺物(1)

-342-

511 

s・0

s・・



585 

SI! 

通事構外出土遺物(8 ) 

-:143-

SI! 

511 

511 

SI‘ 

寺
沢
遺
跡
図
版
幻

SU 



寺

沢

遺

跡

図

版
M
M

遺機外出土遺物(9 ) 

-344-

S96 



1I 
、1・

理事毎b 
u 

可醤号? 11 

造調車内出土造物(2 ) 

-345ー

寺
沢
遺
跡

図

版
符



寺
沢
遺
跡
図
版
山
内

11 

遺書障内出土漬物(3 ) 

-346-



11 

1・'司
会 4‘和、‘:-:;

判事"

2‘ n 

て宝彊置哩
2・

lJ 

通織内出土造物付 )

-347-

寺
沢
遺
跡
図
版
幻

3・

3l 



寺
沢
遺
跡
図
版
"

‘. ‘' 

“ 

‘E 
“ 

遺嶋外出土遺物(10) 

-348-

11 

電極 " 

'1 

11 

‘' 



仙遺跡



第 1章発掘調査の概要

第 l章発掘調査の概要

第 l節遺跡の概観(第 3図、図版 1) 

本遺跡は JR峰古川駅から南西約 1krnの距離にあり、出羽丘陵を横断する雄物川

る低位丘陵の末端に位置している。 ~32m と約10m り、その地

形は、西側を除く 3 方が沢に閤まれている。調査区の子垣面は、幅15~20 m、長さ約100mの

細長し、尾根地形となっている。遺跡からは、竪穴住居跡 3軒、焼土遺構2墓、陥し穴状遺構 3

土坑35基、土器埋設遺構 2基を確認した。遺物は、比較的まとまって出土しているが、ほ

とんどが遺構外出土のものである。

竪穴住居跡は尾根上に配置され、土坑は調査区北西区域に少なし尾根中央、北東・南西の

緩斜面にかけて広い範囲に検出された。中でも溝状を呈する焔し穴状遺構は、南西緩斜面に集

中していた。

遺物には縄文時代早期、前期、中期、後期、弥生時代前期にかけてのものがあり、特に石器

においては際石器の出士が目立った。また、調査区北部j では、 5~10cmの大型恭1]片が集中して

出土した。

これらの生活の痕跡は、遺跡の地形環境と深く結びついていることが分かる。

第 2節調査の方法(第 1

本遺跡の調査は後に述べるように、昭和61年度分の調査と ら;れる。

61年度の調査は尾根より北半分の範囲で、縄文時代前期の遺物が前もって確認されており、そ

の時代の遺跡内容が展開すると予想されてL、た。そのために、平土日部十中J亡、にトレン

実施し、遺構-遺物が確認された時点で、拡張してし、く調査方法をとった。また、遺跡は全域杉

株が残っている状態であったが、遺構の破壊を避けるために、すべて人力による伐根を行っ

た。その結果、遺構は平坦部を中心とし、北東斜面にもその広がりが認められた。

うけて、尾根の中心部から南にかけて遺構の分布が密になるこ

と、北東斜面での遺構検出状況や北西区域では平坦な面があることから、遺構の検出は広範に

わたると予想された。よって、堆積土の浅い北西平垣部から全面的に広げてゆき、

トレンチによる見通しをつけて調査を進める方法をとった。また、人力による伐

351 
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根が予想以上に閤難を伴うことから、重機を用し った。その結果は、

告書の中で述べる内容である。なお、遺構番号の決定は、各年度ごとに01から用いたために、

報告の中では次年度分に前年度から続くように新たな番号を付して報告してある。また前年度

分の欠番には、 てある。

第3節調査経過

遺跡の調査は、昭和61年度と同62年度の 2回に分けて行われた。初年度は昭和61年9月22日

から開始し、 11月19日に終了した。翌年は昭和62年 4月22日から 8月13日まで行った。

昭和61年度

9月22日 プレハブ設置場所の整地作業、 る

9月26日 東側斜面LOラインにi幅1mのトレンチを入れて組掘り調査を開始。縄文時代の

土器-石器、土坑2

10月6日 LN49グリッドで円形プランの土坑を検出。村越潔氏来跡。

10月23日 MC54~58、 MD55~58 グリッドの粗掘りを行う。 S 1 20の南壁が不明瞭である

ことが判明。工楽善通氏来跡。

10月28日 東側斜面の粗掘りを行う。 SK04 ・ 08~10 ・ 15 ・ 17の精査終了。 S K17完掘、 SK

21 ~31 までの検出状況写真終了。 S K03・05・06の平面図作成終了。

11月8日 S K27・28、SN26の精査を行う。 SN26・S131は重複関係にあることが判明。

11月15日 東側斜面の組掘りを行う。 SK13・19-S N29の遺構の精査終了。 SK27・28の完

摺写真終了。 S1 15・31-S N26のエレベーション図作成終了。

11月19日 全調査の終了。

昭和62年度

4月22日 進入道路の整備や、調査地にある杉の葉-枝葉の除去運搬を行う。調査区の北西

部から粗掘りを開始。

4月28日 北西緩斜面で基本土層図作成。

5月14日 南側斜面の粗掘りを行う。 SK33・SKT34の半裁を行い、そ

5月22日 南側斜面の組掘りを待う。 SK40・41・45の土層断面図作成終了。

6月4日 南側斜面の粗掘りを行う。 SKT34・36のエレベーション図、 SKT35の平面図

作成。

6月11日 MD50クリッド北壁で、土壌のサンプリン

6月日日 全調査の終了。

了。

戸
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1節遺跡の層序(第2図)

第2章調査の記録

おもし、て高iI平が著しし、ために、北西稜斜面の安定しfニ土層MJ 59 

グリッド北監を図示しである。また、平坦部MD51グリッド北壁で深据りを行ったので、それ

も合わせて図示した。

第 I膚暗褐色土(lOYR3/3) 

第五麗黒掲色土(lむYR2/3) 

層厚20~25cm。

___  " J>  -t' 

cω 心。

厚lO~15cm。

E層 黒褐色土(lOYR2/2) 比較的しまりのある層である。炭

化物粒を認める。粘性は普通。層厚20cmo

R音褐色土(lOYR3/4) 粘性しまりとも普通である。もっ

とも色調の明るい層である。

層 黒褐色土(lOYR3/2) 粘性しまりとも普通である。 5r阻

前後の炭化物粒を少量認める。漸移土である。

明演褐色士(lOYR6/6) 粘性しまりとも強L、。 地ILi土。

次にMD51グリッド地山ごiてにつL、ては、以下のようである。

(lOYR 粘性しまりとも強い。 2"-3mmの

る。層厚20--30cm。

(lOYR6/4) 粘性しまりとも強い。第

の漸移的な様相を示す。

(2. 粘性しまりとも強い。部分的に鉄

層厚5(}----60cm以上。

1 ~VI層 あり、尾

根状部分北担IJゃjt:l3側の緩斜面には第JVJ習は認められなL、。また、場所

によっては第V層の認められない部分もあるが、

の性質によるものと思われる。遺物の包含層は、

中である。

F京ヨ

l壱 ぺ「

~10. S III 

VI c 

MD51 
一一」

第2鴎基本土層模式図
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第 2節検出

縄文時代

( 1 )検出遺構と出土遺物

①竪穴住居跡

と遺物

51 20(第4・16図、図版 1・18)

調査区の南東部i尾根の先端にあり、 LN. L 042グリ、ソトnを中心に{立置してし、る。竪穴住居

跡の南側半分は削平が著しく不明瞭であるが、覆土は1O~20crnの堆積がある。長軸は約N-80
0

-wの方向を指し、平面形は隅丸方形状の惰円形と考えられる。規模は長軸約5.8I11 X短軸約4
mと推定され、壁の立ち上がりは緩く、床面は軟かL、。 中央には、約50x 40crnの地床

を検出したが、 言。当 壁から約 1Iflの!揺で内側に緩く

傾斜をもっテラス状の部分があり、床面からは約10crnの高さにある。この部分もやはりしまり

がない。ピットはP1~Pll まで検出されたが、確実な主柱穴は PI~Pl と思われる。 P 11 は住

居に伴う土坑である。ピットの規模は、 P1が径約25crn'深さ15crn、Pzが径25------30crn.深さ約20

crn 、 p.，が径約25crn' 深さ約15crn 、 P 1 が径30------45cI1l.深さ 25cI1l、 P í が笹20~25crn.深さ約20cI1l、

Pti が径約20crn ・深さ 15crn 、 P 7 が径25'"'-40CI1l'深さ約 15crn 、 p が径約15~20cI1l'深さ約 5crn 、 Pり

が琵40~50cI1l'深さ 15crn 、 P 1りが窪20------ι15crn .深さ約lOcrn で、ある。 P 11 は径55~.65crn.深さ約35crn

であり、他住居跡の外には径20----25crn .深さ約10crn、径約15crn. 深さ約5crnのPI2・Puがある。

遺物は、覆土中の撹乱層から縄文時代前期の遺物が出土しているだけである。出土土器は繊維

を含み、外出底部と制最下位、内面が f寧に磨かれている。時期は、士器やテラス

する形態から縄文時代前期と考えられる。

SI 15 (第5・17図、図版2・20)

調査区の南東側尾恨の先端にあり、 L043.44グリッドを してし、る。平面形はi主

約2.6mの不整円形で、覆土は15cmで、ある。 ち上がりは、比較的しっかりしてい

る。床面の中央部には深鉢を設置し り、それと南東側壁との間にも

伴う。土器j埋設炉は30 28cmの掘り方をもち、深さは約20mである。地床炉の捕り方は径約40

crn .深さは 5CI1l前後である。柱穴は、竪穴住居跡の境上端から外に約17crn以内と接近した距離

にあり、 P1~P6 までの 6 i同が検出された。柱穴間の距離は、最大がP!~P2 間の1.95 m、

小が PI~Pl の1. 15 I11である。柱穴の規模は、 P 1 が径20~25cm.深さ約20cm、Pzは{主約20cm'

深さ約20cm、P:lは径約20cm'深さ15cm、Pパま約20cm・深さ約20cI1l、 Psは径約25cm'深さ約15

cm、 P 6 は径20~25crn.深さ約15cmで‘ある。土器埋設炉の深鉢形土器35は、胎土に砂が多く含ま

，h、 RL縄文を施すο この土器から j〆 られる。
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半仙遺跡

S 1 31 (第6・16図、図版18)

調査区中央部の北側で、 ~ 
C士

しかかるLT51グリッドを中心に位置して

いる。竪穴住居跡の北東側半分は高Ij平が著

しいが、その平面形は径約3.2mの不整円

形と推測される。覆土は約15cmと浅し、。

面は比較的軟かく、壁の立ち上がりはそれ

ほど明瞭ではなし、。住居中央やや北東部に

は、 52><40cmの掘り方をもち深さ 5Cll1前後

の地床炉が検出された。その中には、焼土

された。また、住居跡の南西

内側には、半径約40cmの半弧状を呈する

り出し部分があり、床面からの高さは15Cll1

である O 柱穴は、当住居跡に伴うものとし

て Pl.~P ，;のら{毘が考えられるが、そのう

ちP1とP" しである o f訟の P1.-----.

P3は、壁との関係は不明なものの、きわ

めて近い位置が想定できる。柱穴の規模

は、 P1が径約25cm'深さ約20Cll1、 P2が径

約30cm'深さ30cm、P:1が箆25cm'深さ20cm、

P4が径30，--.._，40Cll1.深さ約25cm、Pが径25

....___35cll1.深さ約35Cll1で、ある。遺物は覆土中

から縄文時代前期と考えられる土器を 2片

出土した。出土土器 2・3は繊維を含み、

2は羽状縄文が施されている。土器は縄文

時代前期であるが、柱穴が住居壁際に配置

される例はむしろ S1 15のあり方と類似、

し、ここでは本竪穴住居跡の時期を縄文時

代中期と推定しておきたし、。

s関26A.醤(第6・16図、図版3・18)

調査区中央部の北側、やや緩斜面に

A 

C-30.7m ::i 似りすぎ 3 

E-30.9m -F 

1 黒掲色土~(1oY Rち) 5 日前島色土(10YR%) 

2 U計局色土(lOYH%) 6 褐色土(10Y ) 

3 にぶし、ず{位色j二(10YH%) 7 にぷいriYiJFt色土
4 褐色土(10YHぢ) (10Y H%) 

1 黒色土(10YH封)

2 褐色土(10YR%) 

3 にぶいZiE褐色ニi二(10YH%) 

第5図 SI 1 5竪穴住居跡

-360-



第2章調査の記録
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半{山遺跡

さしかかる LS51グリッドを中心に位置して，".るが、著しく削

N26Aは、径50~65crn.深さ約lOcrnの掘り方をもっ地床炉と

いる。北西にある S

られ、その中には、焼土ゃ炭

化物が含まれる。また、 SN26Bは掘り方こそもたないが、 50x 40crnの範囲をもっ焼士であ

り、これも地床炉と考えられる。これら SN26Aの掘り方上端と SN26B焼土確認酪は、ほほ

水平な地山面を形成するほか、周囲には P (Ì ~P;1 とした柱穴と思われるピット群が検出され

た。よって SN26A. Bは、主軸を南南東~北北西にとる竪穴住居跡に付設した2つの炉の可能

性がある。それぞれの柱穴の規模は、 Pbが径約30crn. 深さ約25畑、 P7が径約20crn且深さ約

20crn 、 Pg が径30~35crn.深さ30crn、Pgが径約25crn'深さ35crnである。付近からは縄文時代前期

の土器が数片出土している。出土土器 4~6 は繊維を含む土器で、 4 ・ 5 は内面に炭化物が付

している。

③陥し穴状遺構

$隠す34(第7・16図、図版5・18)

調査区南西緩斜閣のMA44グリッド る。長軸はN-50
0

-Wの方向を指し、斜面の傾

し、深さは約るように配寵されている。平面形は長軸2.8m X短軸Q.2111 

80crnで、ある。壁の立ち上がりは、北西先端ではオーベーハングして:おり、

い。横断由は漏斗状を呈し、底面はほぼ水平である。膏ト中より してし、る。 tl:¥

士土器7は繊維を含み、

S Iくす35(第7図、図版 5) 

されている。

してし、るn N-40
0 

-¥iVの方向を指し、斜面C44グリッド

るように配置さJlている。

は約1.2mである。壁の立ち上がりは、

し壁に lつの突出部をつくっている。

土してし、なL、。

5三区 τ36(第7図、国版 5) 

4m し、深さ

く、南東端ではオーパーハング

し、底面はほぼ水平である。遺物は出

の方向を指し、

し、 j菜

グリッドを

斜面の傾斜に沿うように配置さ;れてし‘る。

さは約 1mである。壁の立ち上がりは、

してし、る 0

35 !lJ 

/ 

0) 
ノ くが、 2つの盛りあがりがある。 していなL、。

坑

S iくOH第131辺、図版15)

り、 LN43グリット‘ している。 長軸65crn 短

軸50crnのピットに切らjγごし、る。 m X 7mの偶九方形を皇し、深さは20

円
/
}
ぷ
Uっ、U
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半仙遺跡

----30crnである。長軸はおよそN-8(r Eの方向を指す。底面は平坦で、

る。 遺物は出土していなL、。

51く02(第12図、図版13) 

ち上が

調査区の南東側尾根の先端にあり、 LN43・44グリッド している。平面形は上面が長

軸1m :X:短軸0.95mの構内形、底面も長軸1.05 m :X:短軸0.75mの楕円形を皐し、底面ーまでの深

さは約80crnで‘ある。!底面はfi'lJ.で、北西側の壁は急に立ち上カtるの遺物は出士ーしていない。

L、なL、。

$託03(第10図、図版 8) 

調査区の南東尾根の先端よりやや東の緩斜面にあり、 LU43・44グリッドに位置している。

平面形は長軸1m :X:短軸0.85mの構内形を呈し、深さは10.........20crnである。長軸は、 N-60
Q

-Wの

方向を指す。底面はほぼ平坦で、やや谷部に傾斜する傾向にある。壁は緩やかに立ち上がる。

遺物は出土していない。

S Iく04C第14図、図版15)

調査区の中央やや南東寄りのLP47・48グリッドに位置している。平面形は上面が径約 1rn 

の略円形、底面も0.9:x:0.85 mの略円形を呈し、深さは約90crnで、ある。底面はほぼ平坦で、壁

は底面から内傾 LJ::.i立では外傾する。 L、わゆるフラスコ状土坑で 遺物は出土していない。

S Iく05(第12図、図版12)

調査区の南東尾根の先端よりやや東の緩斜面にあり、 LL44グリッド、に位置している。平i面

形は上国が長軸1m :X:短軸Q.9mの楕円形、下端も長軸O.5m :X:短軸0.35111の楕円形を呈し、深

さは30.........35crnで、ある。 底面はほぼ平坦で、鑓の立ち上がりは東側においてやや急角度であるが

西側は緩く、そのj二位でJま屈折して外へ開く。遺物は出土していない。

事 長関(第12図、図版13)

調査区の南東尾根の先端から東にやや降りた緩斜面、 LM43・44グリット、‘に位置して¥，;る。

北壁の一部が径55crnの不整ピットに切られてし、る。平面形はよ面が1.2:x:1.1 111の不整円形、

間も0.55:x:O.5rnの不整円形を皇し、底面までの深さは25.........4ucmで、ある。壁の中央沿L、は、南

東部分を除L、て、 5.........20cm幅のテラスを形成してし、る。底面はほぼ平坦で、壁の立ち kがりは

比較的強い。 遺物は出土していなL、。

S Iく07(第9・16図、図版 7・18)

調査区中央部北側の、やや緩斜面にさしかかる LL46・52グリッド

は上回が1.25 :X: 1. 1 111の不整形、中央が不整隅丸方形、底面が0.7xO.6rn

し、底面までの深さは約1.35 rnである。誌面はほ

している。平面形

る。底面の中央には、径25.........30cm.深さ10cmのピットがある。遺物は、

出::-1二してし、る。

ち上が

ら土器が数片

A
せ
に
Uつd



第2章調査の記録

S IくOS(第10図、国版 8) 

調査区東側斜面のLM48グリッドに位置している。平面形は長軸95m ><短軸75cmの惰円形を

皇し、深さは15cm前後で、ある。底面はやや凹凸があり、やや谷部に傾斜する傾向にある。壁は

緩やかに立ち上がる。遺物は出土していない。

5 Iく09(第11図、図版11)

調査区北東緩斜面のLN49グリッドに位置している。平田形は長軸80cmX短軸70cmの楕円形

を呈し、深さは約20cmで、ある。長軸はN-10
0

-Eの方向を指す。底面は平坦で、壁は緩やかに

立ち上がる。遺物は出土していない。

$民10(第11図、図版10)

調査区北東緩斜面のLM48グリッドに位寵している。平面形は長軸80cmX短軸65cmの不整楕

門形を呈し、深さは約20cmで、ある。長軸はN-25
0-Eの万向を指す。底面は緩く湾曲し、震の

立ち上がりは約60
0

である。 遺物は出土していない。

51く11(第10・18図、図版8・20)

調査区南東側尾根の先端にあり、 LO・LP44グリッドに位置している。平面形は長軸1m X 

短軸0.85mの不整楕円形を呈し、深さは10--20cmで、ある。長軸はN-40
0

- Eの方向を指す。床

聞はほぼ平坦で、立ち上がりは比較的緩やかである。遺物は覆土中より土器が数片出土してい

』ア

{;:>o 

S Iく12(第13図、図版14)

調査区中央やや東寄りの緩斜面、 L050グリッドに位置している。平面形は長軸1.6 m X短

軸l.lmの稿円形を呈し、深さ約10cmである。長軸はN-75
0

-¥Vの方向を指す。底面は平坦で、

く立ち上がる。底面ーから約10cmJ::.には、長軸90cm~<短車1i1 70cmの範問に焼土問が検出され

た。 遺物は出土していない。

51く14(第10・18図、図版9・21)

調査区の尾根先端、 LP46グリッド している。平面形は長軸95cmX短軸85cmの楕円一形

を呈し、深さ35cmでーある。長軸はN-40
0-Wの方向を指す。底面はほぼ平坦で、壁は急、な角度

で直線的に立ち tがる。遺物は覆土中より土器が 2片出土している。出土土器41・42は砂粒を

含み、沈静、と RL縄文によって文様を構成している。

S iく16(第11図、図版11)

L :r:-，r50グリッドに位置している Q 平面形は長軸70Cill 短軸50cmの楕円形

を呈し、深さは約lOcll1である。長軸はN 25
0 

-Eの方向を指す。底面の中軸線上には、径約15

cmのピットが21回付設される。ま

がる。遺物は出土していなL、。

って緩い勾配があり、壁も

「「
U

ρ
h
u
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ヰ三{山遺跡

81く17C第10図、国版 9) 

調査区北東斜面のLN53グリソド Lている。平面形は長軸1.3m X短軸1.15mの

形を盟し、深さは30-----50cmで、ある。底面はほぼ平坦で、壁は約600で立ちょがる。遺物は出土

していない。

富良18(第11図、図版11) 

調査区の中央やや南東寄りのLQ48グリッドに、長軸約70cmX短軸約60cmの範囲がある焼土

を切りこんで位置している。平面形は上面が径約55cmの円形、底面も径約45cmのpj形を呈し、

深さは35~45cmで、ある。底部はわす、カミに凹凸があり、

していない。

S Iく19(第14・19図、図版15・21)

調査区中央部の北側にあり、やや緩斜面にさしかかる LQ. L R50クリットに位置している。

平面形は上聞が1.1x1mの不整楕円形、底面が1.3x1.2mの不整円形を皇し、深さは約80cmで、

ある。底面はやや凸凹して、壁は底面から内傾し上位では外傾する。いわゆるフラスコ状土坑

である。遺物は覆土中より縄文時代後期の土器が数片出土している。出土土器43~54は砂粒を

ぎみに立ち上がる。遺物は出土

多量に含み、 48を除いてLR縄文、沈線、無文帯による文様構成をとる。

i室長21(第13・19図、図版14・21)

調査区の中央やや南東寄りのLQ48グリッドに位置している。平面形は長軸1.9m X短軸1.

25 mの楕円形を塁し、深さは約20cmである。長軸はN-85
0-Eの方向を指す。底面はほぼ平坦

で、壁の立ちあがりは約60
0

である。遺物は覆土中より縄文時代後期と考えられる

出土している。出土土器55""'--'57は砂粒を多量に含む。

事長22(第12図、図版13)

調査区の中央部、 LR48グリッドを中心に位置している。平面形は i二酉が1.25X 1. 2 mの不

底面が長軸70clIlX短i袖50clIlの楕円形を呈し、深さは80crnてある。

し、壁はやや内側に湾曲しながら立ちあがる。 遺物は出土していなL、。

事長23(第9図、図版7) 

調査区の中央、 L S49夕、リット♂に位置してし、る。;北仕化a怪盤控a部缶

曲面4形は上面がf径歪約1.2mの不整円形、底面が、 65X 50clIlの惰円形を皇し、

60cmである。底面は平坦で、壁は約60
0

の傾斜で、蔵線的に立ち上がり

包了刀て

うけている。平

までのj菜さは京ヲ

ノ
¥。

間の 40 X 35clIl'深さ lO~15clll 、!こ y ト
._，. 
00 していない。

S K25C第10図、図版9) 

調査区の中央部、 LR49・50グリッドに位置している G

円形を呈し、深さは約20clIlである。長軸はN-35
0

-Eの方向を指す。

. 1m X短軸0.9m 

であるが

po 
po 
円
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第2章調査の記銀

谷部に傾斜する傾向にある。壁は東震では緩やかで西壁では比較的急な角度で立ち上がる。遺

物は出土していない。

S Iく27(第9・16図、図版7・18)

調査区中央部の北側で、やや緩斜面にさしかかる LS.LT52グリッドを中心に位置してい

る .65 x 1.5 mの円形、中央が隅丸方形、底面が85x 70cmの不整楕円形を呈

し、床面までの深さは約1.3mである。底面は平坦で、壁は強い角度で直線的に立ち上がる。

遺物は護士中より土器が数片出土した。 出土土器9~21は繊維を含む。そのうち 16 ・ 18 ・ 19は羽

状を呈し、 9・10の口唇部には、縄文が認められる。

$民28(第8・16図、図版6・19)

調査区中央部の北側にあり、やや緩斜面にさしかかる LT52グリッドに仲ー置している。平語

形は上回が1.25x 1. 1 mの不整形、中央が不整隅丸方形、底面が70x 60cmの不整隅丸方形を皇

し、底面までの深さは約1.35mである。底面は平坦で、壁は強い角度で直線的に立ち上がる。

底面の中央には、 30x 27cm.深さ10cmのピットがある。遺物は覆土中より土器が数片出土して

いる。

事長30(第13図、図版14) 

調査区中央より北側の緩斜面、 LR. L S 54グリッド している。平面形は長軸約2m

短軸1.2mの不整形を呈し、深さは約50cmで、ある。長軸はN-20
0-Eの方向を指す。底面はほぼ

平坦で、躍の立ち上がりは誼立ぎみである。遺物は出土していなL、。

事長32(第11図、図版9) 

調査区の南東側尾根の先端寄りにあ i)." L P 46 グリット~こ位置している。平扇形は在約60cm

の円形を呈し、深さは約35cmである。 、壁は強L く。遺物は出

土していない。

事長33(第14図、図版16)

調査区の南東側尾根の先端にあり、 LR. L S 45グリッドに位置している。平面形は長軸

2. 6m X短軸約0.7m の不整形を呈し、深さは50~70cmで、ある。長軸は N-70
0

-Wの方向を指す。

底面は長軸辺の片側に傾斜し、壁の立ち上がりもそこでは急であり、対する辺の撃では緩やカ h

である。遺物は出土していない。

$医37(第11・16図、図版10・19)

のIvIB46グリヅ]:

るが、北壁は撹乱を受けている。

してし、る。 深さ約20cmの略円

る。

より土器 l

焼成は良好。

してし、る。 表面にはRL縄文を施す。胎土・

一一ソ
I
F
O
 



半仙遺跡

書長38(第14図、図版16)

調査区南西緩斜面のMD45グリソト る。平両形は長軸1.65m X短軸0.7mの

円形を皐し、深さは10--'"15cmで‘ある。長軸はN-5(r-Wの方向を指す。底面はほぼ平坦で、壁

の立ち上がりは緩やかである。南東端の底面近くからは、重なった 2枚の扇平な石と土器が l

片出土してし、る。脆く閤示できなL、。

S Iく39(第14図、図版16)

調査区南西斜面のMC43グリット‘ している。 2 m X超軸0.5mの楕円形

を呈し、深さは15cmで‘ある。長軸はN-70
0

-Wの方向を指す。底面は緩やかに湾曲し、壁も内

湾ぎみに立ち上がる。遺物は出土していない。

$民40(第12図、国版12)

調査区南西緩斜面MD.ME44グリッドに位置している。平面形は、上面で1X O. 9 mの不整

形、底面は長軸55X 50cmの楕円形を畏し、深さは45cmで、ある。底面はほぼ平壌で、壁は強い角

度で立ち上がり上位で屈折して外に開く。遺物は出土していない。

事長4H第12・17図、図版12・19)

調査区南西緩斜面のME41グリッド‘

を呈し、深さは40--'"45cmで、ある。

している。平面形は長軸90cmX短軸80cmの楕円形

く湾曲し、援は比較的強L る。遺物

は底面付近より土器が数片出土してし、る。出土土器27~29は繊維を含み、そのうち28はRL 原

よって、口 やや下には孤状の文様を施している。口

には束Ij突文がある。

S I王将(第11図、図版11)

調査区南西緩斜面のME45・46グリッドに位置してし、る。 トレンチによって初めて検出でき

た。平田形は径約70cmの不整円形を皐し、深さは45cmで、ある。底面はほぼ平坦で、壁は西壁で

ーし強 で立ち 1::-.がり、北東はオーパーハングしてし、る。 J
C
¥
B
 

くしまってし、

る。遺物は出土していない。

$民43(第11・19図、図版10・21)

の深さは約20cmで、ある。

E46グリッドに位置してし、る。

、立ち上がりは、

x 60cmの橋円形を畏し、そ

ー_，.-
、(
、ー く西壁ではやや

強い傾斜を示す。遺物は土器が数片出土している。出土土器58・

S iく44(第14.17図、図版15.19)

調査区中央部やや西側の緩斜面にあり、 MD50グリッ F している。

1 mの不整形、底国で、は長軸60cmX短軸50cmの楕円形を皇し、深さは約40cm前後である。

は緩く湾曲し、壁はオーバーハングする。いわゆる袋状土坑である。遺物は底面付近より土器

が数片出土している。 1+\土土器30~ ::l 4は繊維を含まず砂が日立つ。そのうち、 30は平行する

368 -



第 2章調査の記録

原体圧痕文の間に、半月状圧痕文が平行に施されている。 31~34は陸帯によって文様を構成し

ている。円 7
Q
 

$長45(第8図、図版6) 

調査区西側の平坦面、 MK53グリッドに位置する。平田形は上国が1.3x 1.25 mの不整円形、

中央が、不整隅丸方形、底面は70x 55cmの不整構内形を呈し、底面までの深さは1.15mであ

る。底面はほぼ平坦で、壁は直立きfみに立ち上がる。底面の中央やや西寄りには、径約15cm・

深さ 45cmのピットがある。また、土坑の北側と南側には、それぞれ径15~20cm.深さ35cmと径

20~25cm .深さ15cmのピットがある。遺物は出土していない。

⑤土器埋設遺構

S R24(第15・21図、図版17・23)

調査区の中央罵根部、 LR49グリッドに位置している。明瞭な掘り方がなく、深鉢の胴部が

設置されるだけの穴を掘り、そこに土器を付設したと考えられる。深鉢は、長径30cmX短径20

cmで、高さは 5cm前後で、ある。東~高側にかけては、土器に接して焼土の広がりがある。時期は

縄文時代後期と考えられる。出土土器73~76は砂粒を多量に含む。表面の縄文は磨滅が著し

L、。

S詫29(第15・20図、図版17・22)

調査区の高東側尾根の先端にあり、 LQ43グリッドに位置している。南東側の半分は削平に

よって消失している。掘り方の長軸は北東から南東の方向を指すと思われ、その規模はおよそ

1.2111と推定される。現存する深さは約50cmで、その内部には深鉢の大型破片が設置された状

態で出土した。時代は縄文時代後期である。出土遺物60----72は砂粒を含み、文様は撚糸の地文

に沈線・刺突文・無文帯などで構成している。

( 2 )遺構外出土遺物

①土器 図版24~33、

図示してある遺構外出土の土器は、すべて深鉢形土器で総数138点を数える。その中には、

同一{同体でありながら複数の破片となっている場合、また、号Ij個体でありながら類似点の強い

ものなどがあるが、ここでは時代ことに大きく分類し文様、胎土、焼成上共通する破片をまと

めて説明してしべ。また、底部資料を一括した。

縄文時代早期~前期 (83~190)

83--87は明瞭に繊維を 出にRLもしくはLRの縄文を施す。 83 

~85の口縁部は薩立ぎみに立ち上がり、 83 と 85の平坦な口

補修孔をもっO 色調は、表面がにふ入、黄燈色(lOYR7/4)、

84は裏面に炭化物が付着している。

さhている。 83は

(lOY R6/2) 
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第18図遺構内出土遺物(3 ) 

88~92は明瞭に繊維を含み、表・

89の口縁部は直線的に外皮し、丸みをもっ口

h
l
l
H
 

SKll 

S K14 

E，cm 

を施す。胎士は不良。RL、もしくはLR

されている。色調は、表面がに

93ヘ.95は

(l OYR7/4) 、裏面がにふ~\，

いLR ある。胎土は良

ふ;¥，

好。口縁部は直線的に外反し、薄く丸みをもっ口容部には縄文が施される。色調は、

(lOY R6/2)、裏面が灰黄褐色(10YR4/2)を

96~98は多量に繊維を含み、 96は表裏、 97 ・ 98は表面に節の細し、RL縄文を施す。

と考えられる。胎土は不良。 96は湾曲しながら外反する口縁で、平坦な口 は縄文が施
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第19箇遺構内出土遺物件)

(lOYR7/4) 

される。 97は底部付近である。色調は、

10YR5i2)を呈す。

、黄I燈色C10Y 、

99~ 109は器援が窪むほど大量に繊維を含み、 99---...103は表-裏面に104---...109は表面に縄文が

施される。 104~109は表・ のうち、内面に縄文の施されていない

LRの縄文を施すが、部分の破片と考えられる。胎ニヒは良好。 99~103は表面にRL、

104~109は LR.RL の 2 穣がある。 104は羽状縄文を施す。胎土は105を除き良好。

(lOYR6/4)、裏面が灰黄褐色(lOYR5/2)を皇す。

1l0~ 143は多量に繊維を含み、 LRもしくはRLの縄文を施し、 る。内
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部2草 調査の記鉢
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第21図遺構内出土遺物(6 ) 
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こド仙遺跡

面は比較的丁寧に撫でやおさえを施す。胎土は良妻子。 110・111は直線的に外反する口縁で、 110

は平坦な口縁部に縄文を砲し、 111はやや1しみを有している。また、 111には補修孔がある 0

114は底部破片で、腕部の最下端は外側に張り出す。また、底面に縄文を施す。色調は、表面

(lOY R 7/3)、 (10Y が援色 (7.5YR7/6)~にぶL

144~149は明瞭に繊維を RLの縄文を施す。 で、工具を用いた撫で‘

を施す。胎土は良好。 148には補修孔があり、表・裏面ーには炭化物が付着している。

面がにぶL、黄澄色(lOYR6/4)、裏面はにぶい黄撞色(10YR6/4)を皇す。

150~ 165は不明瞭ながら繊維を含み、表面には前々段反撚りの縄文、裏面は丁寧な撫でを施

す。胎土は良好。 150・152の口縁は外反して立ち上がり、やや丸みをもっ口縁部には縄文を施

す。 161は、内面の他に胴部最下位と底部外面を丁寧に撫でている。色調は、表面が浅黄色(10

Y R8/3)、裏面が灰黄褐色(lOYR5/2) 

166~ 178・181~ 186は不明瞭ながら繊維を含み、表面には縄文、裏面には丁寧な撫で、を施す。

胎土は良好。 166は口縁で、口唇部には角度の大きな刻みがはし、る。色調は、 181・184が内外面

とも浅黄燈色(10YR8/4)、他は表面がにぶい黄燈色(10YR 7/3)裏面が灰黄褐色(lOYR6/2)を

呈すのが主である。内外国に炭化物が付着しているものも含む。

179・180は繊維の混入の有無が不明である。沈線と RL縄文(179)による文様構成である。胎

土焼成は良好。色調は、褐灰色(10YR4/1)である。

187~ 189は不明瞭だが徴最の繊維を含むようであり、表面は撚糸文、裏面では丁寧な撫でを

施す。胎土は良好。内外面には炭化物が付着している。 189の色調は、表面がにぶい樺色(7.5

YR6/4)、裏面が灰褐色(7.5YR4/2)を示す。

190は不明瞭ながら徴量の繊維を含むようであり、 る。胎

オ二は良好。色調は、内外面が浅黄撞色(10YR8/4)をボす。

縄文時代中期(191~207) 

191以降は繊維を含まず、

による文様構成である。

られる。 191~202は、 RL 縄文・京Ij突・沈線-無文帯

191~'195の口縁は外反する。すべて

YR6/おとなる G

と思われる。 とも (10 

204~207は RL の縄文を施し、胎土は良好である。 207には無文帯があるが、 206 と同一個体

である。色調は、表・裏面とも浅黄擾色(7.5Y 引を示す。

縄文時代後期 (208~216)

208~210はRL もしくは LR の縄文・曲線を描く沈線・無文荷による る。胎土は

良好。急調は、表-裏面ともにぶい黄僚色(lOYR6/3)である。
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第2章調査の記録

第 i表縄文土器観察表(1 ) 

遺物番号 挿図番号 国版番号 部{立 出土地点 層位 外面文様 内面文;椋 日台 土 焼成 {脂 〆七'5七

1 16 18-1 底 SI20 覆土 RL 無丈 繊維微量 良 胴部最下位に慌でを施す。
つ 11 11 1問 SI 31 11 )J5J ;1犬 11 繊維少量 11 

3 11 11 11 11 I! RL 11 繊紺微量 1/ 

4 I! 11 11 SN26 11 11 I! 繊維少量 1/ 

5 11 11 I! 11 11 I! I! I! 11 

6 11 11 11 11 11 縄文 11 11 !I 

7 11 11 11 SKT34 11 11 11 11 11 

8 11 11 11 SK07 I! RL 11 横維微・砂多量 11 

9 ii ii 口*，i SK27 iI ~:屯ムι 11 繊維少量 小艮 口昏部に縄文を植す。

10 I! 11 11 11 11 RL 11 11 11 口唇部lこ~~い縄文を施す。

11 11 11 1制 11 11 11 11 11 11 

12 11 11 11 11 11 1/ 11 11 良

13 11 18-2 11 11 11 11 11 11 11 

14 11 11 11 11 11 縄文 11 11 不良

15 11 11 11 11 11 LR 11 11 良

16 11 11 11 11 11 羽:1:1¥ 11 11 11 

17 11 11 11 11 11 RL 11 11 不良

18 11 11 11 11 11 羽 ;1犬 11 繊維微量 良

19 11 11 11 11 11 11 11 繊維少量 11 

20 11 11 11 11 11 RL 11 繊維微量 不良

している。

211 ~216は撚糸文を施す。胎土は良女子。色調は表裏面がtこぶし、澄色 (7.5YR7í4) となる。

底部資料(217~220)

217~220は底部資料である。 219 と 220は網代底、 218は米粒大の大きさの圧痕が認められる。

220はLR縄文を施し、胴最下位は約4cm幅で寸‘寧に撫で、ている。胎土は217を除き良好。色調

はにぶレ黄撞色ClOYR6i4)であるが、 131の表面は撞色(2.5YR7i6)の鮮やかな色である。

以上のように、縄文時代早期~前期・中期・後期の遺構外出土土器についてそれぞれ共通する

特徴を述べてきたが、以下にそれらの平面的な在り方を述べる。

早期~前期の土器は、調査区の南東尾根先端から南東斜面にかけてはほとんどなしそれ以

外の地区で均一な広がりを示す。その分布状況のなかでも、北側緩斜面には比較的土器が集中

する傾向にある。

中期の土器では、調査区中央より 後期の土器におし、て

は、南と東側に同じ様な分布がある。当遺跡は遺物の在り方から見て早・前期に中心があった

ょう~こ思わJれるが、前期竪穴住居跡の周 しているのに対して、むしろ、

とん されていなし してL、るとし、う られた。
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三j土仙遺跡

第25受 ( 2 ) 

遺!ti7番号 帰国番号 |苅J;反番号 部位 ，'1¥1-.1也点 層位外i市文{長 I}引IlI丈博 fl台 7仁 地只目立 官m rtf 7 

21 16 18-2 lJf司 S K27 ;宣ご}二 ;迅丈 無丈 私以!t少量

つ“】つ 11 19-1 口ij;改 S K28 11 不良 1 tf A=I~( 者世7止をl告す

23 11 11 )J1iiJ 11 11 RL 11 繊維微量 11 

11 11 11 11 11 縄文 11 繊維少量

ωヲリt:; 11 RL 
繊融維株{少;技量

11 

26 11 11 11 S K::;7 11 11 /1 良

つーゥa 17 11 11 S K41 1/ 11 1/ I! 

28 11 11 11 1/ 11 fR litL {本!乏LfRff I! 11 

29 11 11 口卒者 11 I! I! I! I! 口持部に料!廷をlj告す

::<0 11 lCiーワ 11 只 KL1.1 11 半月状圧痕 11 砂少量 不良

31 11 11 11 11 11 Fii?二If廿仔 11 11 11 

32 11 11 11 11 11 11 11 11 11 

33 11 11 11 11 11 11 11 11 11 

34 11 11 日間 11 11 i涯帯・縄文 11 11 11 

35 11 20-1 底 S 1 15 I 11 RL 11 11少多量 良 底吉111:)尤線を地すコ

36 18 20-2 日向 SKn 11 縄文 11 11 不良

37 11 !I /1 " 11 RL I! 良

38 11 11 11 11 11 無丈 11 11 11 

39 11 11 11 11 11 11 11 11 11 

40 11 11 11 11 11 /;金子宮.RL 11 砂少量 /1 

41 11 21-1 |仁i縁 S K14 11 沈線 11 砂多量

42 I! 11 11 RL 11 I1 I1 

43 19 11 11 S K19 11 無文 11 11 11 

44 11 11 I! 仁線・41主丈 11 1I 1/ 

45 11 11 11 LR 11 1/ 11 

46 11 11 I1 II i尤稼・縄文 11 1I 

47 11 11 11 11 縄文 II II 11 

48 II I1 1I RL I1 I1 

49 II 1I 111 1I 11 11 11 11 

50 21-2 

51 LR 
52 11 縄文

り3 11 11 11 11 

54 11 11 11 LR 
55 11 11 1I S K21 11 RL 11 

56 11 11 縄文 11 

!I 11 11 11 11 1/ !I 

58 S K43 11 l!a!fPd仁乙'，fri13f: 11 11 II 

59 11 11 11 11 RL 11 11 11 

f:iO 20 22-] i [こ]禄 S R 29 I 11 ヰi 1j 4~ ・ 7仁科! 1I 。少少量 11 

61 11 11 11 11 11 ;ゥ仁和~ 11 

伐つ 11 11 ili<ii 11 11 撚糸・沈~;~j~ 11 11 11 

に'1.つ3 11 11 11 

ルi 11 11 11 11 11 

65 

66 

ら? 11 11 11 11 11 

6R 

69 
11 
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第2章調査の記録

第3表縄文土器観察表(3 ) 
i宣物番号 i仲間番号 間1;反番号 主IH立 IfJU也}，¥ 外面j文:捧 i勾i語文持 Ilfi ~kl'tbk I {崎 与e

20 つ]つ】ーっ】 IJlliJ S R29 f重土 m主糸 無文 砂多量 不良

72 11 11 11 11 I1 j迅丈 11 11 良
門i円a 21 23-1 11 S R24 11 11 11 1/ iI 

74 1/ 11 11 I 11 11 11 11 1/ 

/ ~) 1/ I1 1/ 1/ 1/ 11 11 11 11 

76 1/ 11 11 11 11 11 11 11 11 

門/門/ 11 リ]日コー}リ 11 S K13 11 11 11 I1 1/ 

78 1/ 1/ 1/ 11 11 1/ 1/ 1/ 11 

79 11 11 I1 1I 11 1I 11 11 11 

はハ 11 11 11 11 11 11 1I 11 11 

81 11 11 LJ出ま 11 11 it線・縄文 iUJR 1/ 11 U将郎は t庄ikを没する。

82 11 11 11 11 11 1/ 11 11 1/ IJ将官1Iは波状を呈する。

83 22 24-1・2 11 M C46 V LR LR 制キH~少量 11 言iii干しZも弓円叩 u 

84 1/ 1/ lJI'iJ M 057 II LR.RL RL 11 1/ 

85 11 1/ 口主ま MB46 V LR LR 1/ 1/ ロ将部に縄文を地す。

86 11 11 IlliiJ M 057 II RL 1/ 11 1/ 

L、ミPウS 11 11 1/ I M E58 11 11 縄文 11 11 

88 11 1/ 1/ M L56 N LR LR 繊維少・砂少量 不良

89 11 11 iユま M F56 II 1/ 1/ 11 良 11科部に縄文を砲す。

90 1/ 11 11 I M E56 I 11 11 縄文 1/ 不良

91 IH司 M E58 11 11 LR 機占1i:少量 1/ 

りつ 11 II 11 M 056 11 RL RL 砂少量 1/ 

93 11 25-1・2 口品表 tv1 F56 1/ LR LR 融維少量 良 日将自Eに縄文を地す。

94 11 1/ 11 11 1/ 11 11 11 lJi干高11に縄文を地す。

。5 11 1I 11 11 11 11 11 I !J nHrn;に縄文を地すむ

96 1/ 1/ 1/ ME58 i 11 1/ 縄文 1/ 不良 Ll)ffft!)に縄文を泌す。

97 1/ 11 日同 M E45 V RL f!里丈 11 良

98 11 11 11 M J 55 III 1/ 1/ 11 不良

99 つιd守つJ 1/ 11 M F56 II 11 しR 織品1i多量: 良

100 11 11 11 ! L 043 11 /1 1I 11 

101 /1 1/ L R4:3 1lI 11 11 11 

102 11 11 L 048 11 11 11 !/ 

10:3 11 11 11 !/ 11 11 1/ 

104 11 26-1・2 11 ル'1157 V RL.LR ~要文 I1 11 

105 1I !/ /! M047 III しR 11 11 不良

106 1/ I L R43 RL 1/ 11 上主

107 11 

十 11 Tυ 
11 1/ 11 

108 1/ 11 L R/l:3 ! III 11 !! 11 11 

109 11 11 11 L R52 II 11 !/ 

11 24 27-1 日時 M E56 LR /! 繊椎少量 l 特;山縄文をU告すー

111 RL 11 1I h11110民芸J自しI~iをこ縄もっ文 Aを抱す

11 liluJ LR 

113 L R43 V 

]]4 底 ル1056 II 11 1I 11 II 伝部;クト えを泌す

115 IJ!nj L 048 縄文

116 M 45 V LR 
不良良

117 長1056 Il RL 

1 J8 M 15り V 

119 27-2 fVl F56 II 
不良良

表
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半仙遺跡

第ヰ表縄文土器観察表作)

遺物番号 J間番号!図版番号 音IH立 出こi地点 i昔i立 '>'1、而丈棒 内面文探 焼成 jl詰 J寺

121 24 L勺;"，{円 'J ijl>>l MD56 II RL  J!'[(丈 融緩少量 良

122 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 

123 1/ 11 11 11 1/ 11 11 1/ 

124 11 11 1/ ル1D55 11 1/ 11 1/ 

125 25 1/ 1/ 1v1 D57 !I 縄文 1/ 不良

126 11 28-1 1/ M D56 /1 LR  1/ 1/ 良

127 1/ 1/ 1/ ME56 /1 縄文 1/ I! 小良

128 1/ 1/ 1/ 1v1 D56 1/ LR  1/ 1/ 良

129 11 1/ I! MA54 1/ 縄文 !I 1/ 不良

1つuハu " " " ~，耳 石~、58 " LR  " " !! 

131 1/ 1/ 1/ ME57 1/ 縄文 11 1/ 1/ 

132 1/ 11 1/ 1v1 E58 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 

133 1/ 1/ 1/ MD56 1/ RL  1/ 1/ 良

134 1/ 1/ 1/ M E56 1/ 縄文 1/ 1/ 不良

1:i日 1/ ~í\-2 1/ I M R 4fi I V RL  I! 1/ 1/ 

136 1/ 1/ 1/ L Q44 N 1/ 1/ 11 良

137 1/ 11 1/ 1v1 F48 11 1/ 1/ 1/ 1/ 

138 1/ 1/ 1/ 1v1 C45 V 縄文 1/ 1/ 不良

139 1/ 11 1/ 1v1 D55 II RL  1/ 1/ 良

140 1/ 1/ 1/ M F56 表土 1/ 1/ 1/ 11 

141 1/ 1/ 1/ L Q44 N LR  1/ " 不良
142 1/ 1/ 11 MC45 V 縄文 1/ 繊維少・砂少量 良

143 1/ 1/ 1/ M E56 II RL  1/ 繊維少量 1/ 

1，14 26 29-1 !I M D57 !I 11 1/ 繊維11技量 1/ 

145 1/ 1I L Q44 N 1/ 1I 11 11 

146 11 11 11 M E48 V 11 11 1/ 11 

147 1/ " 1/ M E50 III 1/ 1/ !I 1/ 

148 1/ 11 1/ M F56 II !I 1/ 繊*，ll~少・砂少量 1/ 

149 1/ 1/ 1/ MC49 III 11 11 繊維少量 1/ 

150 1/ 1/ 口総 L N51 II LR  !I 

151 11 1/ 1)ドi L K45 ! 1/ 縄文 11 11 1/ 

152 11 11 口fi:5}( 1/ 1/ LR  1/ 1/ I 1/ I日間1¥に駄を泌す c

153 /1 /1 I Ur，] L 047 不11)] 11 11 /1 1/ 

1S4 11 1/ 1/ L NSl TJ つア 1/ 1/ 1/ 

155 11 29-2 1/ L K46 !I 縄文 !I I! 1/ 

156 1/ 1/ 1/ LK45111 LH  !I 1/ 11 

157 1/ 1/ L N50 I 1/ !I 

158 1/ 1/ 11 L 047 1/ 11 11 

159 1/ 1/ 11 不明 1/ 1/ 11 

160 11 11 m: L 051 II ~!\r;丈 1/ /1 不良

161 11 /1 11 L K'15 11 LR  11 11 上主 /1 

162 11 11 lJIu) L 047 不明 " 
J 6:3 27 1/ !! L N50 II 1/ 1/ 

164 L K45 1/ 11 1/ 11 

165 L Q51 1/ 縄文 11 1/ 11 

166 I! :30-1 r:u汝 Llく15 !I しl-l I! 1/ 

167 1/ 1/ IJ/li) L K45 11 

168 1/ 1/ 11 11 1/ 11 1/ 

169 1/ 11 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 11 1/ 

170 1/ 1/ 1/ L K46 I 11 1/ 11 11 
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第2主主: 調査の記錦

5表縄文土器観察表作)

造物番号 持団番号 図版番号 部位 出土地点 1M位 外在1I丈様 内面丈掠 土 焼!主 {結 考

171 内ム門i 30-1 lJ[iij しり52 II 不明 J!悪文 活.~~;li:íl投泣 良

172 11 1/ 11 LK45 11 縄文 11 11 11 

11 11 11 11 11 LR  11 /1 11 

1i4 11 11 11 11 11 11 11 11 11 

175 11 11 11 11 11 11 11 

176 11 IJ IJ LK46 II IJ // 11 // 

177 30-2 !/ 11 !I 11 11 

178 11 // 11 11 11 11 11 11 11 

179 11 11 11 し050 1I Rし・沈帝京 11 11 11 

180 11 11 11 LK45 11 11 11 11 11 

181 11 11 11 11 11 LR  11 繊維微・砂多量 不良

182 11 11 11 11 11 11 11 繊維微量 良

183 11 11 11 11 11 11 11 11 11 

184 11 11 底 11 11 縄文 11 繊維微・砂多量 不良

185 11 11 nr司 11 11 不明 11 繊維微量 良

186 28 31-1 11 11 11 LR'jy!.(糸 11 11 不良

187 11 11 11 11 11 11 11 11 11 

188 11 11 11 LK46 11 LR.RL 11 11 良

189 11 11 11 LK45 11 本t1:[1J生糸 11 砂多量 11 

190 11 11 11 LQ44 表土 縄文 11 11 11 

191 11 11 口<<:~~ LR43 V 沈線・縄文 11 11 11 

192 11 11 11 11 III 11 11 11 11 

193 11 11 11 LL43 II 11 11 11 11 

194 I! 11 11 LP46 11 j土線 11 11 11 

195 11 11 日同 LR43 III ~:UJít. RL 11 11 11 

196 11 11 日投 LR43 /1 // !I 11 1/ 

197 11 11 Hrfi] しK42 II i土線 11 11 11 

198 11 31-2 11 LR51 11 i主総・縄文 11 11 I! 

199 11 11 11 11 11 11 11 11 11 

200 !I 11 11 し046 11 11 11 11 11 

201 11 11 11 LQ50 11 j土料~.Rし 11 11 11 

刺突

ど()三 11 I! /1 LQ40 不明 7尤線.RL 11 !I 11 

203 11 11 /1 LR43 III 沈*Ji!.縄文 11 I! 11 

204 11 !I !I UHO 不明 RL  11 11 I! 

205 1/ 11 11 表採 11 iI iI iI 

206 11 iI 11 LN52 II I! iI {i少少支;: 11 

日07 11 11 11 11 不!lJj 11 砂多i詰 iI 

208 29 32-1 iI LR43 III i:U!il'RL I 11 I! " 
209 iI /1 iI LQ45 iI ;土中，Jit'LR 11 11 11 

210 11 11 11 !I /1 i;仁 *;j~.縄文 11 11 11 

211 11 11 11 11 11 f"i'糸 11 11 11 

り1') 11 11 11 LliA3 11 11 11 11 11 

21，"¥ 11 11 11 11 11 11 11 11 

11 LQ4.3 11 11 11 11 

215 dっつム りム 11 LQ45 11 11 11 iI IJ 

11 11 11 11 11 11 11 11 !I 

リム1 ウt 11 /1 l良二 しR4.3 III f旺ケ 11 11 

218 11 11 11 11 11 11 " 
三i日 11 IJ 11 11 11 11 11 11 

220 I! 11 LH 11 11 
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②石器(第30---46図、図版33---51、第 6---9

当遺跡から出土した定型的なまり片石器および操石器は131点を数え、その内訳は石簸 4点、

石槍 2点、石匙8点、石錐 l点、石箆13点、スクレイパ-14点、石万 2点、石斧 2点、半円:1犬

馬平打製石器 9点、石鏡 7点、問石49点、磨石13点、石血 3点、打製石器 l点、

点、砥石 l点、喋器 i点、となる。なお、ここに取り上げた礁石器のうち、石鍾には磨面や蔽

打による回みをもち、磨石や白石としても梗用されたものを、出石には謄面をもち、磨石とし

ても使用されたものをそれぞれ含めている。

石鍛(Sl---4) S3とS4の先端がわずかに欠損するほかは完形である。 S1は基部に若

干の挟りを有し、 S2・4は平基、 S3は凸基の形態をとる。 S1 ---3の片面の一部を除いた

部分に、 S4は両面すべてに剥離を施す。器厚はS1・2・4は薄く、 S3山手い。

石槍(S5・6) S 5では先端部のみを残存し、 S6は完形である。 S6は柳葉形で、基部

に未調整部分を残す。器厚はS5は薄く、 S6は厚い。

石匙(S7 ---14) すべて縦長剥片を利用し、 S7・8・10が完形、 S13・14が未成品、 S9・11

・12は欠損部をもっ。 S10のつまみは全体からして大きな割合を占め、 S9のつまみ基部は扶

りをもたない特徴がある。

石錐(S15) 錐部の先端が欠損してしら。つまみ部の3つの縁辺は、腹面の右側縁を除いて、

細かい調整が施される。この丁寧なつまみ部は、スクレイパーとして機能した可能性もある。

石箆(S16---28) S 16---23においでほぼ完形、 S24---28は欠損している。 S16---19の刃部は

水平で、 S20----27では丸みを有している。二次加工の特徴として、主要剥離面-背面のほぼ全

面に争IJ離を施すもの(S22・23・25---27)と背面に罷るもの(S16---20・24・28)がある。前者は刃部

に丸みを有するものに多く、後者は刃音sが水平なものに多L、。 S16は基部が尖が i人刃部側縁

ともに細かい調整を施す。 S22は素材に璃璃を用いている。

スケレイパー(S 29---42) 横長剥片を利用したもの(S34・36・42)、縦長の剥片を利用したも

の(S 29---33・35・37---39・41)、両者の識別がつかないもの(S40)に分けられる G 縦長剥片を利用

したもののうち、末端部を利用したものにS31.35・39があり、 S35とS39はさらに側縁部にも

争Ij離が及ぶ。 S29・30・32・38・41は側縁に剥離をもつが、 S29b:ー側縁である他は両側縁にあ

る。また、 S30とS41は、末端を意識的に尖がらせである。横長争Ij片手IJ用の S34・36・42のう

ち、 S42は末端を利用したと考えられる。 S34は一側縁の調整である。 S36は末端と両側縁に

調整があり側綾部は両国から、末端部は片商だけで背面からのみの調整である。 S33は石箆の

刃部が再利用されたと考えられる。 S

ミーとした。 S40はラウンドスグレイパーで、その断面は低L一

粗い斜j離が施される。
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石童Ij(S 43・44) S 43は止面が麗られているが、裏面は争Ij離面となる。 S44は両面ともに奉Ij

離面を残し、 i二先端は水平に完結し下位では折損している。 S43・44はともに刃部背面が不明

i人この意味では石刀としがたく、断面が細みの楕円形を呈することから石剣と推定し

ておく。

石斧(S45・46) S 45が磨製石斧、 S46が片刃の打製石斧で、どちらも完形である。 S45の

刃部は片側から加工され、その国の基部近くには長軸方向に緩やかな出みを示している。柄の

装着に関連すると思われる。 S46は表面の一部に程表皮閣を残し、刃部の争Ij離は粗い。基部付近

の扶り部分は、比較的丁寧な調整を施す。

半円状属平打製石器(S47~55) S 53~55を除くほかは完形である (S47~52)o S47は、刃

部の対辺のみに挟りをもっ。 S48・50・51も刃部の対辺に挟りをもち、かつ、両側縁にも挟りを

もっ。また、 S55の一側縁にも挟りがある。 S49は刃部を除く縁辺は半円状を塁し、縁の全面

には握り易いように打撃を加えてある。 S53の刃部は磨滅が少なく、刃部は鋭い角度をなす

が、硬質な石材が影響していると考えられる。

石鐙(S 56~62) S 60とS62を除いたほかは完形で、ある (S56~59 ・ 61)。このうち、 S56------58 

・60は円形に近い構円形を示し、 S59・61・62は長橋円形である。 S58・60は凹石としての機能も

あり、 S58におし、ては磐石としても使用されてし、る。

出石(S63------111) 両面に凹みを有するもの(S63~76 ・ 78~80' 82~89 ・ 91~99 ・ 101 骨 103 ・ 105

~108 ・ 11 1)と片面に出みを有するもの (S77・81・90・100・102.104・109・110)とがある。また、 S

63~77などの凹みの深L 、ものや S102"'-'111 などの凹みの浅いものなど様々である。間みの深い

ものは、厚みのある扇平な石で、卵形に近い楕円形を示す傾向にあり、出みの浅いものはやや

扇平で楕円形を示す傾向にある。中間のタイプは、比較的扇子な楕円形、ずんぐりし

形、棒状の楕円形など様々である。これらのな るものもある (S65~71 ・ 73~

75.77--81宥83.85.86・91~93 ・ 96 ・ 99.101 ・ 104~108.110 ・ 111) u S 100は片屈に出み部分を有し、

回み部の周辺に5~6個の大小様々な小円形の穴があし、てし、る。

(S 1口12~124) 磨面が表裏L、ず

あるもの(S 1 口16ω)、両者をふくむもの(S113・115・120)などがある。形態は、円形に近いもの(S

116・122.123)、楕円形のもの(S112・113・120)、細長い楕円形のものCSl14.117・118)、方形状を

示すもの(S121・124)などがある。

石加(S125~ 127) 使用面の凹みが緩やかであリS125は火

S 126は比較的小ぶりだが、 S127は大型の破片である。

打製石器(S128) 片面半分では粗く大きな剥離を施し、

沿う側縁の一方には、 らhる。
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S 129 

。 lOcm 

Iこは:、

抵石(喜130) J，.. 
しー

として使用されてL、る。この砥石が縄文時代

とする確たる理由はない。

磯器(5131) 長軸に垂直となる横断面が三角形状を皐し、そ

用痕が認められる。
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③剥片と接合資料(第47~53図、図版51 ~57、第 9 表)

ここでは、石核2点、剥片石器40点、それにA-----Hまでの接合資料を図示してある。石段を

除く剥片はほとんどが縦長の剥片であるが、横長の剥片(S 146・153・154・172)も含む。 S150------

154は出土地点不明で、 S132はLQ44グリット"" S 135はLP49グリッドの出土であるが、こ

れらを除く剥片はMK56グリッドを中心とした周辺からの出土である。この剥片の集中する地

区を点数で示せば、 MK56グリッド18点、 MK57グリッド 7点、 MJ 57グリッド 5点となる。

ほとんどが第亜層から第五7層にかけての出土である。この集中する地区は標高30---32mで、調

査区北西部の緩斜面にあたっている。

剥片石器は、二次加工痕のある剥片と、二次加工かどうか判断できない剥離痕をもっ剥片

(微小剥離痕のある剥片)、それ以外の剥離痕をもたない剥片とに分類したが、以下これに基づ

いて言見明していく。

二次加工痕のある剥片『挿図中の←→印』には、 S132・135・137・158・163がある。これらは出

土地点を異にする S132・135とS137・158・163に分けられるが、 S132.135の調整痕は比較的そ

のタッチは粗い。 S132の調整は背面右側縁(以下背面を基準にして位置を述べていく)から右

末端まで連続し、 S135では左側縁下方にある。また、同側縁上方には、微小剥離痕(ここでは

後述する不明瞭な徴小剥離痕)をみとめる。 S137・158.163の調整痕はきめ細かい連続したタッ

チで鈍角となる。 S137は右側縁下方、 S163は左側縁下方、 S158は末端に施される。また、

S 158は左側縁に 2箇所の扶り状の痕跡があり、 S163は左側縁上方に二次加工痕よりも細かく

連続した争Ij離(後述する明瞭な徴小剥離痕)をみとめる。

散小剥離痕のある剥片は、微小剥離痕の明瞭なもの『ι ___，.j]( S 147 ・ 156 ・ 159 ・ 162~164・172)

と、それの不明瞭なものw~----寸 (S 133.135・136・142・143.145・14ι155.166.170)に分けられ前

者は使用痕と考えられるものである。 S147は右側縁にあって、中央には挟り状の痕跡がある。

また、不明瞭な徴小剥離痕が右側縁上方にある。 S156は右側縁下方にあり明瞭。 S159は右側

り、中央に扶り状の痕跡がある。 S162は左下方の側縁にあり、不明瞭な徴小争u離痕もそ

の上方側縁と右側縁中央部にある。 S164は左下方の側縁にある。 S172は左仕方の側誌にある。

不明瞭な徴小剥離痕のある争IJ片は前述の二次加工のある剥片 l点と明瞭な徴fト最Ij離痕のある

剥片 2点の他に 9点あるが、 S143とS155を除きすべてに傑皮面を有してし、る。 S133は右側

縁と左側縁中央にある。 S136は左側縁中央やや上方にある。 S142は左側縁にある。 S143は

と左側縁にある。 S145は左側縁にある。 S146は左側縁上方にある。 S155は右側

縁にある。 S166は右側縁と方にある。 S170は左側縁中央と右側縁にある。

接合資料はA---Hまで8 るが、各々の接合資料となる剥片の剥離先後関係は、 AがS153 

AA 



半仙遺跡

→S 154→ S 152→ S 151→ S 150， BがS158→S 156→S 157サ 155、CがS159→ S 161→S 

160、DがS163→S 164→S 162、EがS165→S 166、FがS167→S 168、GがS169→S 170、

日がS172→ S 171となる。以下、接合資料ごとの説明を加えてしぺ。

Aはまずaむの打撃によって S153・S154の剥片が得られる。 後に、折断して石核S152と石

核(S150十 S151)を得る。若核S152は、折り面を打面として小さな孝Ij片を取っている。一方、

石核(S 150 + S 151)は、折断によって得られた折り面と平行する方向に打面調整を連続させ、

結果として石核(S150+ S 151)の長軸に沿う長い打面調整をもっO ところがこの後、打面から

剥片がとられていない。打商調整の後は、折断面を打面としたcによって S151を剥離してい

る。ここで得られた剥離面を打商として若核S150から 1枚の剥片を得ている。

Bは、節理で割れた面を利用して、一方向から縦長の争Ij片を剥離している。接合状態にある

3つの剥片 S155.156・158の背面の観察から、 aの打撃から得られる S158の前に、 4cm以上の

長さをもっ縦長剥片 4枚が剥離されている。この後aによる S158が得られ、次にbによる S

156、その次がcによる S157 (おそらく aの脇に打点があったとおもわれる)となる。その後S

157から、 dによって得られる S155の剥片が得られる間に、打点を上にもつ縦長剥片の得られ

ることが想定できる。すなわち、この資料からは、打点方向を同じくして長さ4cm以上の縦長

剥片が9枚得られたことが分かる。

Cは、調整打面からaの打撃によって縦長剥片 S159を得てから、 bによる縦長奉Ij片を得てい

る。その後は、同じ打撃方向によって 2枚の剥片の得られたことが想定できる。これは lつの

恭Ij片の端部がヒンジフラグチャーとなることが分かり、その部分の剥離面が同時に S161の背

面にあたること、さらにS164の背面に一枚の孝Ij離面を残していることによる。これらの後、 c

によって S160の剥片を得てし、る。こ

で打面を180
0

転移している o

Dは、調整打面からaの打撃によって末端がヒンジフラグチャーとなる縦長剥片 S163を得

る。後に、 S164の左側面上からの打撃によって、主要剥離面が、 S164とS162の背面に接合

してし、た小さい制片を得たことが想定できる。次にbによる S164、cによる S162とともに縦

長の料片を得ているG この資料では打点位置が左→右→左へと移動しているG

Eは、 aの打撃iムこよって S166の剥片を得る前に、 S166. S 165の背面と接合してし、

離面をもっ縦長剥片(打撃方向はS166の右上から S165の左下)を得、次にS165の背面と接合

5 いることが分かりco)段階

していた主要剥離面をもっ縦長剥片(打撃方向はS166上から下)を得ている。その後にaifこよっ

てS165、bによって S166の縦長剥片が得られる。よってこの資料では、

(S 165)→右(S166)と移動している。

Fは、 aの打撃によって S167を得る前にまずaとbの間から打撃を加え、これによって S167 
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接合資料D(

回遺構外出土遺物(30)

423 

。

第2章調査の記録

( S=~ì 

( Sニ%)

10cm 



半仙遺跡

くミ〉

くこここ〉

亡ヶ~

b 

S 165→ S 166 

接合資料E(背面)

S 167→S 168 

ps 

。

第52箇遺構外出土遺物(31)
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半仙遺跡

第 S表 、、B
，，.

4

・E
，，，.、、

遺物番号 挿|支Ii許号 i女l~)i 喜子号 君主 持 11¥上地点 !百{立 長き(推定 j I1J凱般定) 浮き 子i 'f/t Wl 
~ 1 30 33-2 石版 L P48 II ::3.2 0.15 一i守、 1::::1→1 

S ? /1 /1 /1 M E42 V ::l.55 1.(う 0.5 /1 

S3 I! !I 支 持 (4.45) 1. "1 
S A /1 /1 /1 I'il N56 V 2.5 O./j 

S 5 11 i石椅 M C46 I 11 2.4 1.0 U.55 /1 

S 6 /1 11 11 S 120 1 q 5 1 5 11 

S 7 
T 

11 34-1 石 Jさ LN50 II 6.6 
。?。円
" " 11 LS 11 5.7 3.9 0.85 /1 

S 9 11 " L 1"49 1 5.2 :3.1 0.9 " 
S 10 31 " L 041 II 5.5 1.7 0.85 " 
Sll " " 11 L Q46 1 5. 1. 85 0.7 " 
S 12 " " " M D48 11 3.1 】つつ】 0.55 11 

S 13 11 " 11 L () 52 II 5.72 2.5 0.6 " 
S 14 " " " LM28 " 4.65 2.7 1.2 " 
S 15 " 34-2 ~jt M F50 6.10 2.6 。72 " 
S 16 

" " 
石箆 M H52 I " 7.50 3.75 " 

S 17 " " " r~ PS6 II 6.4 3.8 1.50 " 
S 18 32 11 " M D57 " 5.5 2.6 1.3 " 
S 19 " " " M E44 " 6.4 :3.2 1 2 11 

S 20 I L R46 " " " " 5.6 4.2 1 " 
S 21 " 35-1 L S50 " 5.7 2.9 " 
S 22 " L T50 lοs 4.05 2.0 ! fJ号沿i

の背面と接している主要剥離面をもっ剥片(おそらく横長)を得、次にbのあたりからの同じ方

向から、 S167とS168の主要剥離面に接し もつ制片(おそらく いる

ことが想定できる。この後、 aによって S167を得る。さらに、 bからの小さな横長剥片を取

り、次にbによって S168を得ている。よって大小 6枚の剥片が得られることになる。打点位

( S 167)→左(S 168)となり、打面が90
0

していることがjっかる。

Gは、調整打国から、 aの打撃によって S169を得、次に、 bによって S170を得てL‘る。打

面が90
0

転移しているのが分かる。

日はフラットな争IJ離面からaの打撃方向に3枚の剥片(おそらく横長)を取る。その後にaによ

りS172が得られ、次にbによる剥片が得られる。この資料は、 aによって横長の薄い剥片

り、打面調整のためにbから S171を剥離した可能性がある。

2 弥生時代

、、.ιl''d
t
z
gみ
〆，，，、、 物遺土出?と

坑

S K13(第15・21図、図版17・23)

L 040グリッド している。 .1 x 1 m 

形、底面も70x 40cmの不整楕円形を塁し、深さは約30cmで、ある。長軸はN-70
0

-Wの方向を指

す向。 しており、立ち上がり り ら出土し

た。出十二i二器77~78は向一個体で、波状の口 もつO
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第 2章調査の記i:f，

i宝物呑号 帰国番号 i三11:反番号 (，~ 

11種2 

出土j也点 j言 h!~ 長さ{推定‘! l縞(f住宅} 厚さ
貰41J7R註

{蒜 一号h'. 

S Z:=i :35-1 幻 7.2 4.1 1.3 

S 2tl l/ L Q43 IV ¥ ιq 、iづ 0.9 

S 2S 3:3 11 L P48 II ( 5.3) 4.0 2.0 

S 26 11 /1 S 44 V ( 3.0) 2 1.3 

S 27 11 11 3.4 2.8 5 貞岩

S 28 35-2 3.7 3.8 0.8 

S 29 スアレイ L U49 門1.，)司 3.1 11 

S :30 " " " L S44 I III 6.0 J.J 0.7 " 
S :=¥1 11 11 11 I 1'1'1 E5G I II 4.8 5.8 1.3 " S ')') 34 " " M E48 V 6.9 3.8 1.5 j足岩

S 33 " " " S R44 3.7 3.4 0.9 Eミ岩

S 34 " 36-1 " L Q44 W 3.7 4.5 1.0 " 
S 35 " " " L G44 " 4.7 2.2 0.6 " 
S 36 " " 11 L Q43 " 3.3 5.1 1.0 " 
S :i7 " " " M J 56 ! " 5.4 2.6 1.1 l/ 

S :38 " " " L N50 II 6.5 5.0 1.4 " 
S 39 " " " S K43 4.0 0.8 " 
S 40 35 " " M L55 V 4.6 4.3 1.5 

S 41 " " " L P44 II 2.9 3.0 0.9 頁告

S 42 L T53 4.5 3.2 1 20 " 
S43 36-2 石 7J L T51 10.1 3.8 O. Y 

S-14 !I " !I " 乙討 G 3.8 三り

S 45 36 37-1 !義製石斧 lVIB " 15.2 5.6 uつ つ臼 玄武岩

S46 11 n製石j予 13.2 日6 安山岩

S 47 l/ つ L 1'52 II i .1) 14.1 :C:.O j守ヘ司11J すミ illf

S 48 " L S 51 .- 15.7 3.0 

S 49 " " L T52 " 門1.0戸 11 .9 1 7 

S50 :1おl l/ I! 7.0 H.8 2，8 

S 51 L L47 6，6 15.3 1 
こs‘、 l/ 38-2 L T:=i1 り ?Ci 1.5 
じsラd :38-1 11 L 054 9.9 2.0 与立zこlレ!辺L、I号1 

S 5，1 J円門/ 38-2 I! L 048 ( 1:3.8) .8 

;:):i:i l/ L 52 8.7 i1Z.i)) 

S 56 39-1 知 M S6 13.4 15.1 
「と3‘戸 11 M E56 " 10.6 1l.6 .)，り 安ILJ岩
S 58 " 30-2 11 L R52 13.4 4.4 凶行 J{!i行と萩i有

S 59 38 40-1 11 13，8 7 
ヌi:;Ci " M E65 II 「ロ ハ口 ηリ η ニー 宏一iJJ字; と萩月3

S 61 " 15.9 5.9 

10-2 !I L 048 1つ，0 8.1 3.3 

S 63 " " I~~ l::i M.tls，~ II C).3 6.7 安ILJ岩
S (j/l 11 L T51 11 10.6) G 'i :3 :3 

己 41-1 I! 長J " 11.2 o.2 4.::; !袋行と ~fi!+J

S 66 fI " M D56 10.6 【Uヲ 4ー←J .) 安山右 1I 

S 137 11 11 L T51 11 ( .9) (10. ii 4.3 

~ bi'l !! 1I L lZ51 !I (:i.O) 7.1 j ず1..1 

S6日 M A41 m 9.S 7.9 5.0 " 11 

S 70 MM5G V 7 7，1 4.8 11 

S71 " M D44 II ( 5.8) 6.4 2，2 

S 72 " M D52 I 

つムA凡
τ



半仙遺跡

第g表高器観察表(3 ) l単{す:cmJ 

|遺物番号挿Itl岳号 |苅1;反詩号 '1:iif 撞!出上地点 層拡
長(さ8(.推4定)) '1'日1(1推.1定)

!子、 石賀 ji詰宅

S73 39 42-1 凹 石 LD5:3 II 4.1 安は1~;. 耳宅:石と lltffi

S 74 11 !I !I M F56 " 83 
けiω のム 4.2 

S 75 11 11 " L [¥)52 !I (10.9 ) i 9.2) ，1.5 11 11 

S 76 40 42…2 11 ( 8.3) 67 I 4.0 !I 

S 77 " !I !I し[¥)/18 ( 9.7) ( 5.2) 3.2 火崩岩 f発行と ~l在F+l

S 78 " 11 11 Ivl F56 11 10.7 :1.6 安山岩 " 

S 79 " " !I L [¥)49 II 7.0 8. 4.7 火鼠岩 11 

S80 11 43-1 11 ( 8.3) ( 8.6) (4.7 ) 安山岩 11 

S 81 11 11 " し052 II 12.6 7.2 I 5.6 11 

S82 " 43-2 11 M D52 10.1 8.9 4.9 

S83 " 11 11 12.9 10.0 6.4 安l幻岩 ザ'1) 13 と ~íUFJ

S84 41 44-1 " 8.4 5.9 4.1 火i詞岩

S85 " " 11 M 853 II 9.2 7.2 4.7 11 If!Hï と ~ltlll

S86 " 11 11 M C57 " 9.2 7.6 4.8 11 

S 87 11 11 I! M C56 I! 9.0 7.:3 5.1 

S88 11 44-2 11 M L56 V 9.8 5.4 5.2 火向岩

S89 11 11 11 L T47 9.9 8.5 4.6 安山岩

S90 11 11 11 L 048 II 10.8 6.8 4.8 玄武岩

S91 11 !I " L P48 11 9.2 10.2 6.4 安山岩 [立;石とilU↓]

S92 42 '15-1 11 M 157 V 9.8 6.5 3.1 11 

S93 11 " 
11 M D52 8.9 (~ . (i 3.0 火i主j"f十 11 

S94 " " 11 i M C54 II ( 6.5) ( 6.9) 3.3 安山岩

S 95 11 " 11 L R52 11 11.6 ( 6.7) 4.0 火詞岩

S 96 " " 
11 お'1E44 1II ( 7.8)， 4. I :3.日 11 Ifl;tjと:'lftffi

S97 11 'lS-2 11 LS II ( 6.7 i (9.1) 3.G 安L1J岩

S 98 11 ルi 守56 11 5.2) (5.6) 3.6 火向岩 1

S 99 " MD55 6.7 6.5 3.3 安山岩 昨"113と11[11]

S 100 11 2.6 9.1 受受

S 101 11 !I 11 M C56 II ( O.O) ( (:I.1) 6.8 安1I1岩 !表.(jとえitHJ

S 102 43 46-1 M rS6 I 11 11 11. 5 3.lI 穴ト1千1十

S 10:3 I! I! M K57 I 1 12.6 S.O 2.0 

S 104 11 M F50 1/ 11.6 4.:3 。日 五c山寺 1)窓口と;jjtlij

S 105 11 !I 11 rvl N 59 III 12.9 S.1 う3 11 

S 1り6 !I 46-2 11 13.5 (1. S 3.8 

S 107 11 L Q5;:l II 13.2 .8 3.6 11 

S 108 L S53 11 11.L1 5 三IJ ゐt 寸く

S 109 l7-1 M K57 I (11.2 ) ( 5. 2.4 

S 110 M 1 N I 11.4 .1 :).4 11 11 

S 111 L K45 II S .6 '1.1 
安火i山ilil岩円

11 

S 112 44 I窪 ヲri M 1:::56 10九 o. ~ 

S 11:3 " " Li可4S 9. "っ ~).U 

S 114 4お-1 13 6.7 5.4 玄武岩

S 115 M 156 N S.7 S.2 4.4 火i主i:h

S 116 " 11 M D51 6.5 5.8 S.:3 11 

S 117 " 11 11 ル1DS2 I1 i 9.0 i ( 3.9 i " 
S llK " 48-2 11 ivl 156 N 6.2 4.2 3.G 

玄五武lHlJJ岩岩百S 119 M H52 V 10.S ;).5 つコ. つJ 

S 120 " 11 " M.J S() W お() 6.7 3.2 

S 121 11 11 " 8.8 5.9 2.6 

S 122 45 4CJ-l 11 w44 lifil 

428 



第2主主 調査の記鉢

|i 泣S物1番23号 !1 伸図45委守
1~~11出番号 L首L吾U {'l主 出土地点 !習{立 長さ(推定) 中日(推定) !享さ 石質 1蔚 考

49-1 j索 石 11.9 10.6 5.9 安山岩

S 124 !I 49-2 /! L Q53 II 10.7 8.5 2.6 玄武岩

S 125 11 11 石 JJll M K54 I I (12.7) (10.6) 3.2 安山岩

S 126 !I 50-1 !I L L41 II 14.6 10.1 4.2 

S 127 11 11 !I 

S 128 46 50-2 打 ;~g石器 L P49 II 6.7 15.1 4.3 五武岩

S 129 11 11 主IJ ifJR際 L N43 !I (16.8) 8.7 5.0 安山岩

S 130 11 51-1 石氏 石 14.5 8.6 4.2 砂岩

S 131 11 !I 打製石器 L P52 II 16.1 6.6 !I 玄武岩

S 132 47 51-2 手1]片石器 L Q44 N 6.8 2.8 1.6 頁岩 二次加工あり

S 133 !I 11 11 M K56 11 7.8 4.2 !I !I 

S 134 11 11 !I 11 11 8.2 4.5 1.3 11 

S 135 11 11 !I L P49 II 10.3 3.3 1.1 !I 二次加工あり

S 136 11 11 !I M K54 I 9.3 5.4 0.9 !I 

S 137 11 11 !I M K56 ! N 8.3 6.9 1.5 11 二次加工あり

S 138 11 11 !I M K57 8.9 7.0 1.6 11 

S 139 11 52-1 !I M K56 N 9.6 門/門i 1.8 11 

S 140 48 11 11 11 11 6.2 3.4 1.2 11 

S 141 11 11 11 11 11 7.3 3.4 0.9 !I 

S 142 11 !I !I !I 11 9.1 4.5 1.1 11 

S 143 !! 11 !! !! !! 7.0 4.7 0.8 11 

2.0 I SlH 11 11 !I M K57 8.4 6.5 1/ 

S 145 11 52-2 11 11 11 9.7 5.8 2.3 11 

S 146 " " M.J 57 !I 8.2 8.7 1.9 11 

S 147 11 11 11 11 9.2 5.0 1.6 11 

S 148 11 11 10，0 6.7 2. :3 !I 

S 149 11 11 11 M K56 11 7，8 5，9 1.4 11 

S 150 ，19 53 !I 10，5 5，9 3.D !I J幸手T王子科A

S 151 !I !I 11 !I 11 

S Hi2 !I !I 11 6，6 .9 2，6 11 !I 

S 153 I! 11 11 6，2 ()， j I 1，3 11 11 

S 154 I! " 11 4.9 5.9 0.5 11 11 

W 11ま合計18S 155 SU S4 11 M KS6 8.5 Uつ.0つ 1.5 !I 

S 156 11 11 " !I !I 8.2 4.4 1.1 !I !I 

S 157 !I !I ル11く57 I 0.6 6.1 JI 

S lSお /1 11 /1 /1 7.1 3.5 1.3 I1 J二妄次合j資1J1l工料あ日 り

I S 1S9 51 SS-1 11 MK56 N 10.5 '1.4 1.6 11 Jま合資料C

S 1130 IJ 1I !J.8 6.1 1.1 11 11 

S 161 !I 11 6，4 2目8 0.9 !I 11 

! S 162 11 55-2 M.1 57 I 8.6 5.7 1 1I j妾合資料。

S 16;) 11 /1 11 1¥1 K57 11 円i.0 リ 5.5 1.3 11 J三安;合UJ資11'1料てあDり

S 164 !! りQ ‘つω 0，9 

s bりど !I δ lV 8.8 6.8 
l1l1.P4 9 

!I iを~資料 E

S 166 ル1.1 I :Jウ， 6.1 t! " 

S 167 11 11 M J S6 lV 9. ~j 5.3 11 J安合資料 F

δ168 /1 11 MJく56 11 8.0 (コ門t 1 .) /1 11 

S 169 つd 57. 11 11 8.4 4.1 I 0.9 !I ~合資料G

S 170 /1 /1 11 11 11 5.5 1.3 11 

一

S 171 11 52-1 11 11 IJ 9.1 4.2 1.4 IJ J妄合資料H

S 172 IJ !I MIく56 lV 4.5 5.1 I 0.5 !I 11 

ハ
げつμ

A
斗ム



ミドf[u遺跡

3章 自然科学的分析

第 l節鉱物分析

1 分析の目的と試料

半仙遺跡は、雄物川中流部、右岸に位置している。本分析では、遺跡の標式断面にあらわれ

た堆積物について示標テフラを発見し、その降灰層準から堆積年代を知ることを目的とする。

分析試料は I~買層にかけて採取された12点で、ある。当初これらの試料について重鉱物分析と

屈折率測定を行う予定であったが、分析の過程で火山ガラスの濃集部が認められず、屈折率測

定を実施しでも有効なデータが得られないと判

断された。むしろ各堆積物の軽鉱物組成を明ら 0 

かにしておく方が、各堆積物の特徴把握や他の

データとの対比に有効であろうと考え、軽鉱物 5U

分析を実施することにした。分析試料数は重鉱

「分折試料

物-軽鉱物両分析とも12点ずつであった。

土層の断面及び分析試料の採取麗位を

図)に示す。

1υ。 盟

卒飽遺跡的土謹断麗詔

2 分析の方法

以下の手順で分析を行った。

( 1 ) 比較的砂分が少ないNo.l.~3 については100 g，オ0.4、 5については150、

ないNo.6.~ロについては250gづっ秤量を行った。

( 2 ) 超昔波洗浄と1/16mm分析臨によって、

( 3) 80
0 

C 

(4) 1/4~] ょっ

( 5 ) テトラブロモエタン(比重2.96)ょっ

fo 
(
 

-軽鉱物各々 し、 軽鉱物組成を求め

た。
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第3主主 自然科学的分析

3 分析結果

重鉱物組成を(第10表

〔重鉱物紹成3

全体として砂分に乏しく、また重鉱物の割合も小さい。とくにぬ7以下の試料については、

に、軽鉱物組成を(第11表・第56図)にそれぞれ示した。

成

。

櫨

た

航

船
円

鉱

カ
一
重
一

以

防

至

針

い

九

一

η

示

ワ

芝

川

札

L
U
~

阻止

配

遺

4
耳

町

山

一円ソ

'
s
i

制

半

重

{一夜

目
♂

ν

、
nu

t

i

 

下

第

f
人
l'SF 

問
問ハυ数山

最

占

で

o

料

れ

%

同

で

を

5

る

試

ま

数

J

3

U

A

ぬ

す

の

含

は

雪

地

。

一

、

達

れ

%

石

る

コ

、

、

お

は

に

ず

数

輝

い

判

は

の

石

W
A

い

初

斜

て

は

時

石

体

関

ι
、

~

単

れ

師

一

清

輝

全

角

日

は

%

。

ま

同

仰

心

方

、

。

で

鉱

数

る

含

昨

何

斜

で

る

大

鉄

叩

い

つ

M
M

お

大

め

最

磁

も

て

ず

日

OL OPX CPX HO B1 OPQ OTHERS TOTAL 

l 41 13 101 48 19 222 

2 49 11 74 57 14 205 

3 83 9 62 62 8 225 

4 76 16 79 2 、 34 6 213 

5 43 1 112 39 10 206 

6 3 33 10 38 26 11 122 
L叩町一一ωωω

OL:カンラン石 OPX: ff'l方輝石 CPX:単斜輝石 HO:角閃石
田:黒雲母 OPQ:磁鉄鉱

広域テフラの指標となる火山ガ

ラスは、大部分の試料にごく

ずつ含まれているが、顕著な濃集

部は認められない。石英は、 No.lO

で最大(48.9)となるが、全体を通

して 20数%~30数96含まれてい

る。また、斜長石も数%含まれて

いる。

4 

第11表 半地遺跡テアラ試料の軽鉱物組成

に、示標テフラ

軽鉱物組成とも

ょう

BW  1NT PM QZ FELD OTHERS TOTl¥L 

1 5 5 4 5門i 8 162 241 

? つノ 6 4 45 16 139 212 

つd つ 4 つ 日b 4 145 つ]一Vに]リ

4 6 6 i3 9 135 229 

「リ 76 1 158 りi，.)つ5

6 2 つ 60 LつJ 147 213 

] ‘3 ムつ」 eつ) 70 円ζ」 151 229 i 

75 134 つー1よ8 

9 G 4 ] つ 68 143 つつ7

10 RつJ ‘aJ 》 5 110 96 225 

l 4 144 224 

i 8::¥ ] つ 157 244 
な傾向は認められな方、った。した

カLって、

の対比も国難であった。

とBW:ノ〈ブ/レ引火L11i;・ラス INT:中間i日火山ガラス
PM:軽Ai塑火山ガラス QZ : :{i英 FιLD:長石

るためには鉱物組成や屈折率測定を積み重ねることも るが、詳細

な野外観察も必要である。また、当地域の段丘編年は、東北地方でも還れている地域の一つで

まれる。ある。今後、テフロクロノロジストや地形研究者と
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第4章まとめ

本文では、縄文時代から弥生時代における遺跡の調査成果とその特色を述べ、さらに県内で

は調査例の少ない縄文時代早期~前期の繊維を含む土器につL、て分類し、遺跡における

けを行し、たし、。遺跡から検出された遺構は、竪穴住居跡 3軒、焼土遺構2基、陥し穴状遺構3

土坑35基、土器埋設遺構2基である。

竪穴住居跡はS1 20が縄文時代前期、 S1 15・31が中期と考えられ、焼土遺構SN26も竪穴

住居跡の可能性がある。これらの竪穴住居跡の立地は、舌状地形の尾根筋に集中する共通性が

ある。また、同じく、尾根上に位置する遺構には墓と考えられる SR24・29があり、縄文時代

後期であることが分かっている。

次に、陥し穴と
(註1)

られる遺構は、本遺跡では 2つの種類が認められた。 lつは、平面が溝

状を皇し、接断習が漏斗状の所誤Tピソトの形態(ll.類)。もうlつは、平面が円形もしくは方形

で壁が筒状を塁し、さらに、底面に l偲のピットを有する形態(B類)とである。

A類(SK T34~36) は南西緩斜面に集中するが、長軸が斜面に沿うもの (SK T36)と同じく

等高線に沿うもの(SK T34・35)とに分けられる。

B類は西側平坦部(SK45)、尾根筋の平坦部(SK27・28)、東側斜面(S K07lと様々な立地を

しているが、この立地の相違がこと坑の形態を規定している可能性がある。すなわち、 SK45の

ように中央のピットが深いタイプ(B類 1)、 SK27・28のように中央のピットが短いタイプ(B

類2a)、SK07のように中央に浅いピットをもち士坑外部に付属するピットをもっタイプCB類2

blに分けられよう。 A.B 狩猟対象動物の大きさに起因すると られる。

次に、土坑についてはどうであろうか。土坑の形態には、小さく袋状を呈するタイプ、フラ

スコ;伏を呈するタイプ、すり鉢形を呈するタイプなどさまざまあり、ここで分類することは、

二と坑の内容を煩雑化するだけと思わ，:hるの ここでは貯蔵穴とみられるもの(SK19)

7 yー
人司同 さ;f'Lるもの(SK38) ることを指摘するにとどめたい。ただし、

の定型化した土坑は、すべて尾根筋より東側に集中しており、北西平坦部は利用されていな

L、。これら陥 もふくむ土坑のあり 時代の相違による場合、同時代における機

能の違いによる場合、また同じ機能をもちながらそ 、による場合などによって、さ

みま宇品 I}方・号、布の様相を示す。 これらの複合体としての内容となっている。ま

た、確たる切り合い関係を示していないことも としてあげられる。

一 -1つつ
':1:‘J‘J 



半仙遺跡

石器に目を転じれば、争Ij片石器で、は狩猟を主たる目的とする石銭・石槍をはじめ石斧・

・スクレイパー・石錐-石匙があ 1)、傑石器は、持、具と考えられる石鍾をはじめ、[t-ll石・

円:伏属平打製石器など実に多種の石器が出土している。特に穣石器が大量に出土しており、

当遺跡のー特色と言えよう。そのなかでも、出土点数の多い凹石・磨石・半円状扇平打製石器な

どは、尾根筋に分布の中心がある。この分布は住居跡のそれと重なり、居住空間との結び付き

が強く認められる。また、北西区域から集中した争Ij片資料は石器製作技法上注目される。

以上、検出された遺構や出土遺物から本遺跡が縄文時代早期から弥生時代前期までは断続的

に生活の舞台として利用されていたことが判明した。その土地利用の在り方は、相矛盾する行

動様式を反映している住居跡と陥し穴状遺構が同一空間に併存しているように、時期によって

一様でなかったものと推定できる。縄文時代早期から断続的に様々な形で土地が利用されてき

たことが半仙遺跡の一つの特徴と言えよう。

次に、半仙遺跡出土の繊維を含む土器について、 う。

遺構から出土した遺物は、遺構内外の小片を除いてすべて図示しであるが、これらの遺物か

ら、繊維の混入が不明瞭なものは除外した。その説明は、報告書の図版に照らして述べていく

(l ~29 ・ 83~178・181~ 189)。

繊維を含む土器は、縄文のあり方によって二分することができる。すなわち、表・裏両面に

縄文を施すグループは群)と表面だけ縄文を施すグノレープ(豆群)である。そして、群別の下に

縄文の種類や、無文帯の調整、繊維の多寡などによってさらに類別を行ってみた。

I 群a類 (83~87) は多量の繊維を含み、表・裏両面に縄文を施す。焼成の撞めて良女子な土器で

ある。 83・85の平祖な口唇部には縄文を施す。 b類(88--92)

縄文を施すが、胎土・焼成の違いからa類とは底別される。 89の口唇部は丸みを有し、

されている。 c類(93--95)は多量の繊維を含み、表-裏両面に極めて細かい縄文を施す薄手の土

器である。口縁音ßjJ;直諌的に外反する 94~工、口唇部が丸みを有し、細かし，縄文を施す。 d類

(96--98)は多量の繊維を含み、表・裏両面に極めて細かい縄文を施す。仁i縁部が外湾する96は、

口 り細かい縄文を施す。 97・ となるが、 96と同一個体で

あるo e類(99--103・105--109) 105~ 109 

は裏面が無文となるが、 99--103と同一{国体もしくは類似する土器である。

立群a類(2--27・104・110--143)は多量の識維を含み、表面に縄文を施す。裏面は指による

でを施し、凹凸となる。底部は突出して表底面にも縄文を施す。 13・14・18・19・104は

- 434-
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羽;!犬縄文を有する。 b類(l 44~149) は多量の繊維を含み、表面に縄文を施す。裏面は指おさえ

を施した後、工具を):甘いて横f立の撫でを施す。 c穎(1 '150~ 165)は少量の繊維を含λ、

は前々段反撚 i)の縄文を施す。裏面には丁寧な撫でを施し、平滑な|討にしてある。 152は外反

L、口唇部には縄文を施す。 161は莫而底部と体部最 f{立に撫でによる平滑なi商をつくってい

る。 d類 (166~178 ・ 181 ~ 186)は少量の織維を含み、表面に縄文を施す。

施すが、 166の口縁部は外湾し口 I-j を施す。 e類 (187~189) は少量の繊維を 表面

に撚糸の縄文を施す。

以上、 I群は 5類に、立群も 5群に分類してみた。一応、表・裏両面の縄文を基準にすれば、

上記のような分類となる。以下においては既知の土器群との比較によって、これらの土器群の

時間的位置を検討したい。

I群a類からe類までは、表‘裏両面に縄文を施しているが、 E群a.b類の土器も、 I群の士ー

第57図 縄文時代早期@前期の繊維土器とま~J片出土分布図
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半仙遺跡

られる縄文を施しているものが多く、両者には強い類似性が認められる (A群)。一方五群c----f

類は繊維が少なく、内屈を了寧な撫でによって仕J-.げる特徴はA群とは明確に異なる(以下こ

れらをB群とする)。

さて、これらのA群.B群の時間的枕置付けを考えてみよう。 A群の土器は、横維を多量に

含み、表・裏両面に縄文を施す。そして、。段多条の縄文が認めら，h，口唇部に縄文を施すな

どの特色をもっ土器を含んでいる。さらに、 114の底部は、平底の底部が張り出し、底面にも

縄文を施す。これらの特色は、長七谷地貝塚五群b類の土器と共通する要素である。よってA

群には、おおむね縄文時代早期末葉の年代が与えられよう。

次に、 B群の時期についてはどうであろうか。 B群の土器は、少量の繊維を含む、口

は縄文や刻みを施す、表面の底部・胴部最下位や裏面に丁寧な撫で、が施される、前々段皮撚り

や撚糸の縄文を含むなどの特色がある。これらB群の土器は縄文時代前期前葉とされる表館式

土器の範中にも該当しない。ここで、肉眼では繊維を含まないと判断され(手にもった感じで

は軽く、繊維を含むと思われる)、今回の分類の対象から除外した179・180の土器について検討

してみると、これらは裏面に了寧な撫でを施しB群に類似する要素をもっG かつ、また表面に

は原体庄痕文の可能性のある縄文や沈線が施され、大木4式.5式の時期に比定できると考え
(註3)

られる。これら ら、 B群の土器を縄文時代前期中葉を前後する時期と、幅をもたせて

考えておきたし、。

最後に、上記ではA群からB群への変遷を示してみたが、これらが遺跡の中でどのような分

布を示すのかを検討してみたい。 I 群a-----c類、互群a類の土器は、 :MD~]\ÆG55~59 グリッド

の範囲に集中し、 I群d.e類、 E群b.e類は全域に点在するのみである。また、五群c.d類はL

K45・46グリッドに集中してし、る。この状況は、 A群は北西緩斜面周辺に、 B

生活領域の中心があったと考えられる。さらに発展して考えれば、 B群の土器群はS120に関

Ltニ可能性がある。また、 A群の土器群は、剥片やその接合資料が集中した地点と

にあり、それの関連性がうかがわれるのである。とすると、 A群の土器と、先の剥片剥離の技

法が対応する可能性があろう。

註i 秋田県教育委員会 f東北横断自動車道秋田線、発掘調査報告書 1~ 秋問県文化財調査報告書第150

集 1986(昭和60年)

註2 青森県教育委員会 『長七谷地貝塚遺跡発掘調査報告書J 青森県埋蔵文化財発掘調査報告書第57

集 1980(昭和54年)

註3 秋田県教育委員会 『東北横断自動車道秋同線発掘調査報告書IU 秋田県文化財調査報告書第166

集 1988C昭和62年)
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